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改修工事（建築工事）

住改工-1

可児市市営東野住宅D棟改修工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参
考資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出
し積算して下さい。



住改工-1 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

・油圧ユニット

　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独
立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも
の：油圧ハンマ、パイプロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油
圧式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リ
バーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工
機、全回転型オールケーシング掘削機）

・バックホウ 　ティーゼルエンジン（エンジン出力7.5kｗ以上260ｋｗ
以下）を搭載した建設機械に限る。・トラックシャベル（車輪式）

・ブルドーザ

・発動発電機（可搬式）

・空気圧縮機（可搬式）

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実
績情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願
い」を提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内
容の変更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜
日、祝日等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。変更登録時は、工期、
技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。
ただし、工事請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間
が10日間に満たない場合は、変更時の提示を省略できる。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打
合簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、
電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項に
ついては、監督員と協議する。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成
27年6月改正法律第50号）」に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に
関する規定（最終改正平成24年3月23日付国土交通省告示第318号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指
定要領（最終改定平成23年7月13日付国総環リ第1号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下「排出
ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
排出ガス対策建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題
「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証
明事業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することが
できるが、これにより難しい場合は監督員と協議するものとする。
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現
場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提供するものとする。

機　　　　　種 備　　　　　考

一般工事用建設機械

円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけ
ればならない。

理         由  工　　事　　概　　要 

　当該住宅は、可児市公営住宅長寿命化計画
（平成22年3月策定）に基づき老朽化した住
宅を改善し良好なストック住宅として活用で
きるように改修工事（居住性向上型・福祉対
応型・長寿命化型）を行う。

　改修建築工事　一式

　改修電気設備工事　一式

　改修機械設備工事　一式

　・長屋住宅D棟（PCパネル造、平屋建て、床面積：146.08㎡）×1棟（4戸）

金     額 円 内消費税相当額

市営東野住宅

工事名 可児市市営東野住宅D棟改修工事

工事番号 可児市　川合　地内 施設名
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(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のう
ち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と
協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は
速やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理
由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するととも
に、可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号によ
り可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要
領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相
当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、受注者の責任において復旧しなけれ
ばならない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造
物を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示した図面等にて施工した構造物が民地を侵していないこと
を報告すること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、
決定すること。

暴力団等による不当介入における通報義務について

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策
を施すこと。

工事保険について

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につ
いて、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物
等）に加入するものとする。

ワンデーレスポンスの取組について

アスファルト再生合材について
本工事で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたっ
ては、「溶融スラグの土木資材への利用に関するガイドライン（可児市）」によること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものと
し、施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出し、監督員の許可を得ること。

生コンクリートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する
書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよ
う努めること。

・ローラー類

　（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

・ホイールクレーン

産業廃棄物の適正処理について

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び
確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで
適正に処理されていることを確認しなければならない。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分
場を変更する時は監督員に報告するものとする。

使用材料



９．

10．

11．

その他図面特記仕様書による。

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまで
の期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日につ
いては、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが
残っている期間については、主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日
は発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。
その他

現場代理人の兼務について

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約
締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中
止している期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が2，500万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけ
ればならない。

工事完成時に設備機器等取扱い説明書及び保証書をD棟4部（各住戸分）及び市の控え分1部（写し）をファイルに整理
し監督員に提出すること。



可児市市営東野住宅D棟改修工事

Ａ 建築工事 1.00 式

Ｅ 電気設備工事 1.00 式

Ｍ 機械設備工事 1.00 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.00 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.00 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.00 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.00 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.00 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



可児市市営東野住宅D棟改修工事

a 建築工事　　計 1.00 式

e 電気設備工事　　計 1.00 式

m 機械設備工事　　計 1.00 式

i 直接工事費　　計 1.00 式

　　Ｐ．  　　1

記号 工　事　名　称 摘　　　　　　　要 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要



a
可児市市営東野住宅D棟改修工事
建築工事

a-1 直接仮設工事 1 式

a-2 基礎・土間コンクリート工事 1 式

a-3 木工事 1 式

a-4 パネル工事 1 式

a-5 内装工事 1 式

a-6 断熱工事 1 式

a-7 屋根・樋工事 1 式

a-8 木製建具工事 1 式

a-9 鋼製建具工事 1 式

a-10 ガラス工事 1 式

a-11 塗装・防水工事 1 式

a-12 ユニットバス工事 1 式

a-13 雑工事 1 式

a-14 外構工事 1 式

a-15 解体工事 1 式

計

　　Ｐ．  　　2

名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価



a-1 直接仮設工事

外部足場 単管一本足場 255.0 ㎡

同上養生ネット 255.0 ㎡

内部足場 脚立足場 146.0 ㎡

墨出し 仕上 146.0 ㎡

養生 仕上 146.0 ㎡

清掃・片付け（施工中） 146.0 ㎡

竣工時清掃 146.0 ㎡

計

改め計

　　Ｐ．  　　3

摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-2 基礎・土間コンクリート工事

テラス基礎・土間根切 人力 1.5 m3

玄関ポーチ土間根切 人力 0.4 m3

テラス基礎・土間埋戻し 人力 1.2 m3

既設便槽解体部分埋戻し
人力
根切・すきとり土使用 1.9 m3

既設束ブロック撤去部分埋戻し 給排水埋設管根切土使用 2.3 m3

砕石敷き 基礎下　再生砕石t100 0.1 m3

　　〃 土間下　再生砕石t65、60 10.1 m3

防湿シート ポリエチレンフィルムt0.15 146.0 ㎡

基礎コンクリート テラス基礎　Fc=18N 0.2 ㎡

土間コンクリート
玄関・ポーチ・テラス土間・床下
Fc=18N 9.6 ㎡

同上打設手間 1.0 式

同上ポンプ圧送 1.0 式

土間溶接鉄筋 SD295A　D10＠150 9.2 ㎡

布基礎アンカー（金属製拡張式） D10　L=450 79.3 本

土間左官 コンクリート木こて押え 146.0 ㎡

　　〃 コンクリート金こて仕上 8.6 ㎡

　　〃 モルタル金こて仕上 9.0 ㎡

　　Ｐ．  　　4

名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様



玄関・物入幅木 ラスモルタル金こて　H=200 22.2 m

コンクリートブロック（1段） 有筋　t100　C種 5.2 ㎡

普通型枠 6.5 ㎡

面木 33.6 m

型枠運搬 6.5 ㎡

計

改め計

　　Ｐ．  　　5

仕　　　　　様名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量



a-3 木工事

上り框 タモ積層材　75×72 4.0 m

木見切（玄関土間） タモ材　35×72 20.3 m

押入前掛 米栂上小節　30×80 17.0 m

押入後掛 米栂上小節　20×50 17.0 m

雑巾摺 米栂上小節　10×20 53.8 m

押入側受 米栂上小節　15×35 11.9 m

隅柱（押入・物入） 米栂上小節　15×15 36.8 m

廻り縁（押入・物入） 米栂上小節　10×30 35.6 m

AW-1　額縁
米栂上小節
上:25×115、縦:25×115、下:25×115 4.0 箇所

AW-2　額縁
米栂上小節
上:25×155、縦:25×115、下:25×115 4.0 箇所

AW-4　額縁
米栂上小節（下：米ヒバ）　上:25×
115、縦:25×115、下:35×115 8.0 箇所

SD-1　額縁
米栂上小節
上:25×90、縦:25×90 4.0 箇所

WD-2　枠
米栂上小節（敷居なし）
鴨居:35×95、縦枠:25×95.55.45 4.0 箇所

WD-3　枠
米栂上小節（敷居なし）
鴨居:35×95、縦枠:25×95.55.45 4.0 箇所

WD-4　枠
米栂上小節（敷居なし）
鴨居:35×100、縦枠:25×100.55.80 4.0 箇所

WD-5　枠
米栂上小節（敷居なし）鴨居35×
100、縦枠25×100、55、45 4.0 箇所

WD-6　枠
米栂上小節（敷居なし）鴨居35×
130、縦枠25×160、105、55 4.0 箇所
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数　  量仕　　　　　様名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位



WD-7　枠
米栂上小節（敷居なし）鴨居:35×110、
縦枠:25×80、敷居15×80 4.0 箇所

浴室　額縁
米ヒバ
上:25×70、縦枠:25×70、下：35×70 4.0 箇所

床フローリング合板 ｔ12.0　オーク 91.9 ㎡

床ラワン合板 t12.0　耐水合板 16.4 ㎡

　　　〃 t12.0 9.5 ㎡

天井ラワン合板 t4.0 9.5 ㎡

キッチン壁見切 米栂上小節　55×25 9.2 ｍ

流し台側壁 米栂上小節　25×150 4.4 ｍ

見切枠 米栂上小節　25×60 22.4 ｍ

流し台水切下地合板 25×150×1750　ブラケット共 4.0 箇所

木製長押 25×90 10.7 ｍ

鋼製束 H=190～240　受金物共 127.0 ㎡

軽量鉄骨天井下地 19形 125.0 ㎡

下足入 885×500×1275 4.0 箇所

計

改め計
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摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-4 パネル工事

床パネル
F☆☆☆☆　防虫仕様
スタイロ入パネルt74（ﾗﾜﾝ合板t9.0） 4.0 戸分

外周壁パネル
F☆☆☆☆
t25（ﾗﾜﾝ合板t4.0） 4.0 戸分

間仕切壁パネル
F☆☆☆☆
t40（ﾗﾜﾝ合板t4.0） 4.0 戸分

雑材・下地材 中棚等ﾊﾟﾈﾙ共 4.0 戸分

内装部品取付費 4.0 戸分

間仕切内蔵電線管・電気ボックス 電線管はPF管とする 4.0 戸分

外周壁電気ボックス裏打補強 4.0 戸分

計

改め計
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名　　　　　称 数　  量仕　　　　　様 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位



a-5 内装工事

ビニル層積層床シート
F☆☆☆☆
t1.8 16.4 ㎡

ソフト幅木
F☆☆☆☆
H60 99.1 m

壁ビニールクロス
F☆☆☆☆

290.0 ㎡

壁化粧ケイカル板
F☆☆☆☆
t6.0 23.8 ㎡

塩ビ製廻り縁
F☆☆☆☆

207.0 m

天井化粧石膏ボード
F☆☆☆☆
t9.5 115.0 ㎡

計

改め計
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摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-6 断熱工事

屋根断熱
F☆☆☆☆　(難燃3級)
現場発泡ウレタン吹付t55（A種） 149.0 ㎡

壁断熱
F☆☆☆☆　(難燃3級)
現場発泡ウレタン吹付t25(A種) 148.0 ㎡

計

改め計
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名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様



a-7 屋根・樋工事

鋼板屋根改修　W-350
立平葺
カラーGL鋼板t0.4 185.0 ㎡

同上下地防水シート アスファルトルーフィング940 185.0 ㎡

同上耐水合板下地 t12.0 185.0 ㎡

軒先唐草 カラーGL鋼板t0.4 53.3 m

妻側唐草 カラーGL鋼板t0.4 13.9 m

棟包み
W=762
カラーGL鋼板t0.4　下地共 26.6 m

化粧破風包 カラーGL鋼板t0.4 67.2 m

軒樋
PC-50カラー同等品
吊金物　ステンレス製＠600 53.3 m

飾り集水器 105×60カラー 10.0 箇所

竪樋
硬質塩ビ製60φ　カラー
掴み金物　ステンレス製＠900 35.5 m

エルボ φ60×105 20.0 箇所

丸排水管カバー ステンレス製＠900 10.0 箇所

荷揚・運搬費 1.0 式

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価名　　　　　称



a-8 木製建具工事

片引きフラッシュ戸 （WD-2）
W850×H1900　取付・調整共
両面ポリ合板、小窓100角付 4.0 箇所

　　　　〃　　　　　　 （WD-3）
W850×H1900　取付・調整共
両面ポリ合板、小窓100角付 4.0 箇所

　　　　〃　　　　　　 （WD-4）
W900×H1900　取付・調整共
両面ポリ合板 4.0 箇所

　　　　〃　　　　　　 （WD-5）
W900×H1900　取付・調整共
両面ポリ合板 4.0 箇所

3本引きフラッシュ戸（WD-6）
W2435×H1900　取付・調整共
片面ポリ合板・片面ラワン合板 4.0 箇所

引き違いフラッシュ戸（WD-7）
W1485×H1900　取付・調整共
片面ポリ合板・片面ラワン合板 4.0 箇所

計

改め計
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数　  量仕　　　　　様 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位名　　　　　称



a-9 鋼製建具工事

アルミ製はめ殺し窓（AW-1）
W350×H335
水切付 4.0 箇所

アルミ製引違い窓（AW-2）
W1550×H720
樹脂製網戸、水切付 4.0 箇所

アルミ製引違い窓（AW-3)
W500×H500
樹脂製網戸、水切付 4.0 箇所

アルミ製引違い窓（AW-4)
W1730×H1792
樹脂製網戸、水切付 8.0 箇所

鋼製片開き扉（SD-1）
W800×H2080
郵便受、ﾄﾞｱｽｺｰﾌﾟ、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ付 4.0 箇所

建具取付・調整手間 1.0 式

計

改め計
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摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要

a-10 ガラス工事

複層FL3＋A6＋F4K 16.8 ㎡

複層FL3＋A6＋FL3 12.3 ㎡

F4K 1.5 ㎡

シーリング シリコン系（SR-1） 325.0 m

ガラスクリーニング 両面 61.5 ㎡

計

改め計

　　Ｐ．  　　14

数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-11 塗装・防水工事

外壁洗浄 水洗い工法 119.0 ㎡

外壁塗装改修
可とう形改修塗材さざ波（ローラー）

微弾性フィラー厚塗1回
ｱﾝﾀﾞｰﾌｨﾗｰ弾性ｴｸｾﾙ同等品 119.0 ㎡

　　　　〃　　　　　　　　　　　〃
ｼﾘｺﾝ樹脂塗装
ｵｰﾃﾞﾌﾚｯｼｭSi100Ⅱ同等品 119.0 ㎡

軒天井塗装
アクリル樹脂系非水分散形塗装 下地調整RC種の上B種 36.0 ㎡

外壁鉄部（幅5cm）塗装改修
2液形ポリウレタンエナメル塗装

下地調整RC種＋錆止めＢ種の上Ａ
種 63.3 m

外壁・建具周りシーリング 変成シリコーン系・下地清掃含む 331.0 m

木製額縁塗装 細幅物　OS塗 276.0 m

　　〃　　　　　〃 細幅物　CL塗 276.0 m

木製三方枠塗装 細幅物　OS塗 41.2 m

　　〃　　　　　〃 細幅物　OＬ塗 41.2 m

木製見切枠塗装（長押共） 細幅物　OS塗 42.4 m

　　〃　　　　　〃　（　　〃　） 細幅物　CL塗 42.4 m

流し台側板塗装 細幅物　OS塗 4.4 m

　　〃　　　　　〃 細幅物　CL塗 4.4 m

上框塗装 細幅物　OS塗 4.0 m

　　〃　　　　　〃 細幅物　CL塗 4.0 m

計

改め計
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摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要

a-12 ユニットバス工事

ユニットバス（1216型) 1216型 4.0 箇所

＜内装仕様＞

壁・床：FRP、浴槽、巻き蓋付、折戸

シャワー、水栓、窓枠接続

手摺（L=600以上2箇所）

同上据付 4.0 箇所

計

改め計
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数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-13 雑工事

テラス庇
W2320×D1185
パワーアルファ自在桁仕様同等品 4.0 箇所

物干し金物
上下伸縮式
DK ADC650EP同等品 4.0 組

テラス庇・物干金物組立設置費 4.0 箇所

基礎幅木補修　
爆裂部はつり撤去・鉄筋ｹﾚﾝ防錆ﾌﾟﾗｲ
ﾏｰ、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修　H=450 63.3 ｍ

基礎幅木塗膜防水
塗膜防水：ﾊﾟﾗﾃｯｸｽＡ-2工法同等品
H=450 63.3 ｍ

南・北面外壁開口補修
軽鉄下地ケイカル板t12.0（250×250）
周囲シーリング 16.0 箇所

北面外壁開口補修
軽鉄下地ケイカル板t12.0（2700×
180~1950）　　周囲シーリング 4.0 箇所

キッチン換気扇用開口はつり
開口300×300
カッター入共 4.0 箇所

カーテンレール ステンレス製ダブル　　L=1900 8.0 箇所

カーテンレール ステンレス製シングル  L=960 4.0 箇所

表札
室番号共
DK5001QAMH同等品 4.0 箇所

台所ステンレス面台 SUS304製　1650×150×20 4.0 箇所

キッチンパネル ステンレス製・500×650 4.0 箇所

床下換気口 ステンレス製・300×150 12.0 個所

押入　ステンレスパイプ 30φ　受け金物共 4.0 箇所

幅木開口跡補修 コンクリート打設、型枠共 4.0 戸

サッシモルタル詰め 外部建具 71.9 ｍ

計

改め計
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単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要数　  量仕　　　　　様名　　　　　称



a-14 外構工事

メッシュフェンス
H=800　材工共
朝日A型50シリーズ同等品 38.7 ｍ

南側庭土すきとり 機械 4.6 m3

同上山砂敷込み H=50 91.1 ㎡

通路すきとり アスファルト舗装下　機械 7.9 m3

アスファルト舗装
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt150、密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ
t50、路盤整正共 52.4 ㎡

地先ブロック 120×120×600 33.2 ｍ

Ｉ型バリカーポスト ステンレス製　取外式 1.0 箇所

北・西側通路すきとり ｔ60 2.4 m3

北・西側通路単粒度砕石敷き C30  t60 2.4 m3

アスファルト舗装 密粒ｱｽﾌｧﾙﾄt50、路盤整正共 66.2 ㎡

建設発生土処分 構外自由処分 12.4 m3

計

改め計
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単　　価仕　　　　　様 金　　　　額数　  量 単位 摘　　　　要名　　　　　称



a-15 解体工事

<外部>

外部建具撤去
スチール製片開き玄関扉
W800×H2080　枠共 8.0 箇所

　　　〃
アルミ製内倒し窓
W350×H335　枠共 4.0 箇所

　　　〃
アルミ製引違い窓
W600×H725　枠共 4.0 箇所

　　　〃
アルミ製引違い窓
W1730×H720　枠共 4.0 箇所

　　　〃
アルミ製引違い窓
W1730×H1792　枠共 8.0 箇所

　　　〃
浴室換気ガラリ
W320×H450　枠共 4.0 箇所

台所換気扇撤去 枠共 4.0 箇所

居室換気口撤去 　〃 8.0 箇所

便所臭突管撤去
塩ビ製100φ　L=3000
換気扇・金物共 4.0 箇所

便槽及び上部土間コン解体撤去 W900×D800×t100　蓋共 4.0 箇所

玄関ポーチ土間コン解体撤去 W900×D800×t100 4.0 箇所

南側テラス土間コン解体撤去 W1800×D800×t100 4.0 箇所

仕切ブロック解体撤去 W1100×D800×H600 4.0 箇所

外部TV配線撤去 架空配線 1.0 箇所

軒樋撤去 塩ビ製半丸型　支持金物共 52.1 ｍ

竪樋撤去 塩ビ製60φ　支持金物共 14.2 ｍ
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名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位



外部シーリング撤去 331.0 ｍ

外部埋設雨水排水管撤去 塩ビ管100φ 16.5 ｍ

庭仕切柵ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎撤去 基礎250*250*300 25.0 個

排水桝撤去 4.0 個所

アスファルト舗装撤去 66.2 ㎡

アスファルトカッター入 4.0 ｍ

床下換気口撤去 12.0 箇所

防草シート撤去 4.0 枚

バリカーポスト撤去 1.0 個

<内部>

天井解体撤去 木下地共 146.0 ㎡

壁解体撤去     〃 351.0 ㎡

天井解体撤去 アスベスト含有ボード 14.5 ㎡

壁解体撤去 アスベスト含有ボード 56.1 ㎡

床フローリング解体撤去 床組共 38.3 ㎡

床合板解体撤去     〃 15.3 ㎡

タタミ敷床組解体撤去     〃 73.0 ㎡

タタミ撤去 42.0 枚
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単位 単　　価 金　　　　額数　  量仕　　　　　様名　　　　　称 摘　　　　要



単位 単　　価 金　　　　額

浴室土間コン解体撤去
W1350×D1800×t100
ブロック積共 4.0 箇所

コンクリートブロック床束撤去
ブロック200×190×390
捨てコン共 128.0 箇所

内部建具撤去
木製片開き戸
W700×H1800 8.0 箇所

内部建具撤去
木製引違い戸
W1700×H1800 16.0 箇所

　　　〃
アルミ製引違い戸
W1700×H1800 8.0 箇所

衛生陶器撤去
和式便器、手洗器、洗面化粧台
給排水配管共 4.0 戸分

コンロ・流し台撤去 給排水配管、ガス配管共 4.0 戸分

照明器具撤去 玄関、便所、浴室照明 4.0 戸分

幹線設備撤去 配管、配線、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ、計器箱等 4.0 戸分

弱電・コンセント設備撤去 分電盤、配線、ｺﾝｾﾝﾄ、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ等 4.0 戸分

風呂桶撤去 1.0 個

<積込費>

発生材積込費 コンクリートがら 4.0 m3

　　　〃 アスファルトがら 2.7 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.6 m3

　　　〃 木屑 24.4 m3

　　　〃 繊維屑（タタミ） 3.9 ㎥

　　Ｐ．  　21

名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 摘　　　　要



発生材積込費 金属類 0.2 ｔ

　　　〃 アスベスト含有ボード 0.2 m3

<運搬費>

発生材運搬費 コンクリートがら 4.0 m3

発生材運搬費 アスファルトがら 2.7 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.6 m3

　　　〃 木屑 24.4 m3

　　　〃 繊維屑（タタミ） 3.9 m3

　　　〃 金属類 0.2 ｔ

　　　〃 アスベスト含有ボード 0.2 m3

<処分費>

発生材処分費 コンクリートがら 4.0 m3

　　　〃 アスファルトがら 2.7 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.6 m3

　　　〃 木屑 24.4 m3

　　　〃 繊維屑（タタミ） 3.9 m3
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名　　　　　称 仕　　　　　様 金　　　　額 摘　　　　要数　  量 単位 単　　価



発生材処分費 金属類 0.2 ｔ

　　　〃 アスベスト含有ボード 0.2 ｍ3

計

改め計
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名　　　　　称 摘　　　　要金　　　　額単　　価単位数　  量仕　　　　　様



e
可児市市営東野住宅D棟改修工事
電気設備工事

e-1 幹線設備工事 1 式

e-2 電灯コンセント設備工事 1 式

e-3 弱電設備工事 1 式

e-4 換気設備工事 1 式

e-5 屋外TV共聴設備工事 1 式

計
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額



e-1 幹線設備工事

ビニル絶縁電線 EM-IE5.5mm2 107.0 ｍ

　　　〃 EM-IE14mm2 13.0 ｍ

600V　CV-Tケーブル 8mm2 107.0 ｍ

　　　〃 60mm2 13.0 ｍ

同軸ケーブル S-5C-FB 91.5 ｍ

ICTケーブル 0.5mm×2P 97.5 ｍ

ＰＦ管 PF-16 189.0 ｍ

電線管 HIVE-28 7.0 ｍ

　〃 HIVE-36 7.0 ｍ

　〃 HIVE-42 7.0 ｍ

　〃 HIVE-70 11.0 ｍ

可とう電線管 30mm　WP 1.0 組

　〃 38mm　WP 2.0 組

　〃 50mm　WP 2.0 組

　〃 76mm　WP 2.0 組

プルボックス　ステンレス製防水 400×400×300mm 1.0 箇所

　〃 300×300×200mm 1.0 箇所
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名　　　　　称 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価



引込メーター盤 L-M　ステンレス製防水型 1.0 面

分電盤　リミッタースペース付 4.0 面

弱電端子盤 T-1 1.0 面

スイッチボックス 5個用 4.0 箇所

接地工事 2.0 箇所

計

改計
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仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称



e-2 電灯コンセント設備工事

ビニル絶縁ケーブル EM-EEF1.6mm×2C 84.0 ｍ

　〃 EM-EEF1.6mm×3C 64.0 ｍ

　〃 EM-EEF2.0mm×2C 116.0 ｍ

　〃 EM-EEF2.0mm×3C 192.0 ｍ

　〃 EM-EEF2.6mm×2C 24.0 ｍ

ビニル絶縁電線 EM-IE1.6mm 46.0 ｍ

PF管 PF-16 72.0 ｍ

　〃 PF-22 64.0 ｍ

VAモール 8.0 ｍ

照明器具(A) 引掛けローゼット 12.0 台

照明器具(B) LEDダウンライト　8W×1 12.0 台

照明器具(C) 流し元灯　FL20W×1 4.0 台

埋込型スイッチ 1P15A×1 16.0 組

　〃 1P15A×1　PL×1 12.0 組

埋込型コンセント 2P15A/20A×1　ET付 16.0 組

　〃 2P15A×2 24.0 組

　〃 2P15A×2　ET付 8.0 組
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仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称



埋込型コンセント 2P15A×1　WP 4.0 組

　〃 2P30A×1　E付 4.0 組

アウトレットボックス 四角中浅　塗代付　44 76.0 箇所

 

計

改計
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仕　　　　　様 単位数　  量名　　　　　称 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要



e-3 弱電設備工事

インターホン用電線 AE0.9mm×2C 64.0 ｍ

同軸ケーブル S-5C-FB 132.0 ｍ

PF管 PF-16 56.0 ｍ

分配器 4分配 5.0 箇所

共聴用UHFブースタ 35dB 1.0 箇所

直列ユニット 端末用 12.0 箇所

電話用埋込型モジュラジャック 6極2芯 4.0 箇所

呼出チャイム 本体・押し釦　AC100V用 4.0 箇所

住宅用火災警報器（既設使用） 電池式　煙 8.0 箇所

　　　　〃　　　　　　　（　　〃　　 ） 　〃　　　熱 4.0 箇所

アウトレットボックス 四角中浅　塗代付　44 12.0 箇所

計

改計
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仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称



e-4 換気設備工事

換気口 OA-1　フード共 8.0 組

換気扇 EF-1　フード共 4.0 組

　〃 EF-2　フード共 4.0 組

　〃 EF-3　フード共 4.0 組

エアコンスリーブ キャップ共 8.0 組

貫通穴あけ 75φ 8.0 箇所

　〃 100φ 16.0 箇所

計

改計
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名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要



e-5 屋外TV共聴設備工事

同軸ケーブル S-5C-FB 67.0 ｍ

メッセンジャーワイヤー 14mm 42.0 ｍ

取付腕金
ステンレス製アングルL-50×50
L=500 1.0 本

計

改計
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単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量名　　　　　称



m
可児市市営東野住宅D棟改修工事
機械設備工事

m-1 給水設備工事 1 式

m-2 排水設備工事 1 式

m-3 給湯設備工事 1 式

m-4 衛生器具設備工事 1 式

計
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額



m-1 給水設備工事

メーター等設置 メーター13φ　市貸与品 4.0 箇所

給水管
地中配管
PP　40φ 31.0 ｍ

　　〃
地中配管
PP　20φ 10.0 ｍ

　　〃
屋内配管
ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管　20φ 14.4 ｍ

　　〃
屋内配管
ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管　13φ 44.8 ｍ

サドル付分水栓 40×20　ポリ管用 4.0 箇所

埋設表示テープ 31.0 ｍ

汚泥弁 GV20 1.0 箇所

土工事 機械 1.0 式

建設発生土処分 構外自由処分 3.7 m3

アスファルトカッター 2.5 ｍ

アスファルト舗装
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt150、密粒ｱｽﾌｧ
ﾙﾄt50、路床整正共 2.3 ㎡

計

改計
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名　　　　　称 単位 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単　　価



m-2 排水設備工事

排水管
地中配管
VU　100φ 43.6 ｍ

　　〃
地中配管
VU　75φ 4.0 ｍ

　　〃
地中配管
VU　50φ 10.5 ｍ

　　〃
屋内配管
VU　75φ 16.0 ｍ

　　〃
屋内配管
VU　50φ 10.0 ｍ

排水桝
塩ビ製蓋付
LT100-150 5.0 箇所

　　〃
塩ビ製蓋付
UT100-150 15.0 箇所

雨水桝
塩ビ製小口径桝・蓋付
300φ 5.0 箇所

土工事 機械 1.0 式

建設発生土処分 構外自由処分 4.6 m3

基礎貫通穴あけ 100φ 22.0 箇所

計

改計
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金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量名　　　　　称 単位 単　　価



m-3 給湯設備工事

ガス給湯器

16号（壁掛追焚き型）
GT-1650SAWX　同等品
マルチリモコン　RC-9101同等品 4.0 台

マルチリモコン RC-9101同等品 4.0 箇所

配管カバー H32K同等品 4.0 箇所

同上据付
リモコン設置
機器配管接続を含む 4.0 箇所

給湯配管 ポリブデン管　13φ 32.0 ｍ

スリーブ ケイカル板貫通 8.0 箇所

保温工事 グラスウール保温筒 4.0 ｍ

計

改計

　　Ｐ．  　35

摘　　　　要仕　　　　　様名　　　　　称 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額



m-4 衛生器具設備工事

洋風便器（普通便座・節水形）
BC-110STU、DT-580BL、
CF47AT同等品 4.0 箇所

棚付手摺 NKF-3WU2同等品 4.0 箇所

洗面化粧台 FCN-500/P1FW同等品 4.0 箇所

鏡付化粧キャビネット MFK-501同等品 4.0 箇所

洗濯パン（水栓付） 426-501同等品 4.0 箇所

洗濯用横引き排水トラップ 426-144同等品 4.0 箇所

流し台（L=1050） S-105S同等品 4.0 箇所

コンロ台（L=600・バックガード付） S-60GB同等品 4.0 箇所

吊戸棚（L=1050） S-105A同等品 4.0 箇所

水切棚2段 SK900-2N同等品 4.0 箇所

キッチンフード（L=600） V-603同等品 4.0 箇所

混合水栓 SF-HE430S同等品 4.0 箇所

計

改計
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単位 単　　価 金　　　　額名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 摘　　　　要



共通仮設費（積上げ分）

室内　環境測定
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ・
ｽﾁﾚﾝの5種　3箇所測定 1.0 式

工事仮囲いシート
防炎ｼｰﾄ･単管支柱@1800・控
柱・　継手・ｸﾗﾝﾌﾟ共 82.8 ｍ

計

改計
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名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ）

Ｂ．未協議機関及び内容（ ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容（ ）

Ｂ．未協議内容（ ）

８．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ）

Ｂ．着工見込時期（ ）

Ｃ．内容（ ）

２．工事用地の未買収 Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期（ ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ）

３．仮設ヤードの有無 Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 １．施工方法の制限あり Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目（ ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

Ａ．アスベスト含有材あり

４．その他 Ｂ．フロン回収あり

Ｃ．その他（ ）

安 全 対 策 １．交通規制あり Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

２．通学路あり Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

２．交通整理員 Ａ．区間（ＮＯ． ～ ）配置人員 人/日
Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日
Ｃ．区間（ＮＯ， ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．交替要員あり

３．鉄道等の近接作業制限あり Ａ．工法制限あり（ ）

Ｂ．作業時間制限あり（ ）

４．バス路線（運行者との協議） Ａ．協議済内容（ ）

Ｂ．未協議内容（ ）

５．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

２．仮設道路の設置条件あり Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

特記仕様書
（条件明示）

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（教育文化財課）

１．関連する別途発注工事あり

３．他機関との協議状況

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ずる
ものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

可児市市営東野住宅D棟改修工事

近隣住民の通行に配慮すること

近隣住民に支障がないよう配慮すること
近隣住民に支障がないよう配慮すること



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ Ｋｍ
１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｅ．仮置場必要（ ）

関 係 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．便槽の取壊し処分あり

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

Ｃ．コブリス

Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所（ ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．特別なイメージアップ（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

５．その他 Ａ．その他（ ）

7.0

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

７．「可児市が発注する公共工事から発生する産
業廃棄物適正処理について」に基づく提出・提示
書類あり

アスベスト

排 水 工 関 係

３．占用支障物件あり（水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

壁、天井

３．イメージアップあり

１．占用支障物件あり（電気）

２．占用支障物件あり（電話）

４．占用支承物件あり（下水道）

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり

７．占用支障物件あり（その他）

再生材使用及び溶融スラグ

そ の 他



可児市市営東野住宅Ｄ棟改修工事設計図

図 面 リ ス ト

図 面 名 称 縮 尺番号

建築工事特記仕様書　（１）

図 面 名 称 縮 尺番号

建築工事特記仕様書　（２）

建築工事特記仕様書　（３）

建－１

建－２

建－３

建－４

建－５

建－６

建－７

建－８

建－10

建－11

建－12

建－13

建－14

建－15

建－16

建－17

建－18

機－１

機－２

改修 後外部・ 内部仕 上表

現 況 立 面 図

改修後矩計図・部分詳細図

改 修 後 平 面 詳 細 図

1 / 5 0

1 / 5 0

建 具 表 　 （ １ ）

建 具 表 　 （ ２ ）

改修後基礎伏図・断面詳細図・既設基礎詳細図

1 / 5・ 1 / 3 0

1 / 2 0・ 1 / 1 0 0

改 修 後 床 パ ネ ル 伏 図 1 / 3 0

改 修 後 断 面 詳 細 図 ．１

改修 後 断面 詳 細図 ．２

1 / 1 0

1 / 1 0・ 1 / 3 0

1 / 3 0

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

給 排 水 設 備 図

現 況 平 面 図

1 / 3 0 0

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0

配 置 図 ・ 付 近 見 取 図

電－１

電－２

電－３

電－４

電 気 設 備 特記 仕 様 書

幹 線 設 備 平 面 図

1 / 5 0電灯・コンセント・弱電設備図

1 / 5 0

1 / 1 0 0

電－５

1 / 3 0 0

1 / 2 5

換 気 扇 設 備 図 ・ 盤 図

建－９ 1 / 1 0 0

改修後平面図

改修後立面図

ユニットバス詳細図

屋外ＴＶ共聴設 備配置 図



特記仕様書（１）

工事概要

１.工事名称

２.主要用途

３.工事種別

４.敷地

５.都市計画

６.工事建物の概要

都市計画区域：都市計画区域内 用途地域：無指定地域 防火地域：指定なし

長屋住宅

名称

構造

階数

延床面積

建築面積

７.本工事の範囲 建築工事

電気設備工事

８.別途工事

一般共通事項

機械設備工事

ガス設備工事

PCパネル造

平屋建 平屋建

長屋住宅（１棟）

アルミ造

１.適用範囲 （１）この特記仕様書、図面及び現場説明書（現場説明に対する質疑回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省

　　　住宅局住宅総合整備課監修の公共住宅建設工事共通仕様書（最新版）｛以下「共仕」という｝による。

　　　その他適用基準として、公共建築改修工事標準仕様書（最新版）、可児市建設工事共通仕様書による。

（２）設計図書間に相違がある場合の優先順位は下記による。

　1）現場説明に対する質問回答書

　2）現場説明書

　3）特記仕様書

　4）図面 （設計図書に関する疑義は原則として入札執行前に質疑書の提出によって確かめるものとする。）

　　意匠図：仕上表を優先

発生材は、請負者の負担により構外に搬出し、建設副産物処理推進要綱、資源の有効な利用の促進に関する法律等（ラージサイクル法）

   1)再生資源利用計画書　　　2)再生資源利用促進計画書

   1)再生資源利用実施書　　　2)再生資源利用促進実施書

５.発生材の処理等

６.施工計画書

７.工事の記仟

８.施工中の安全確保

 　及び環境保全

・　仮設工事 ・　外構工事・　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ・　木工事

・　内装工事 ・　断熱工事 ・　屋根・樋工事

・　木製建具工事 ・　ガラス工事 ・　塗装、防水工事

・　ユニットバス工事 ・　解体工事

次の工種の工事を施工する場合は、工事車輌の通行する各要所に保安用員を配置して、通行者の安全確保を図る。

・　その他必要と認められる時。

・　解体廃材搬出時。

９.養生

工事完了時に可児市建設工事共通仕様書に定める実績書と入力データを監督員に提出すること。

及び建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）その他関係法令等に従い適正に処理すること。

再生資源利用促進計画書、再生資源利用計画書は、可児市建設工事共通仕様書により、施工計画を含めて提出すること。

また、処分完了後に還付されたマニュフェストはＡ～Ｅ票を全て監督員に提示すること。

次の工種に該当する工事の施工計画書を当該工事の施工に先立ち作成し、請負者のチェックの上、監督職員に提出すること。

工事写真は共通仕様書に基づき撮影し、完成時に提出する。　　　　　・カラーサービスサイズ　　　・デジタル写真データ

10.材料等 （１）本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

　　　による場合は、評価書の写しをもって、品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することができる。

（２）室内に使用する合板、接着剤等は揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の放出量の少ない材料とし、監督職員の承諾を受けること

　　　測定する室はダイニング・キッチン、居室（１）、居室（２）　一棟計３ヶ所とする。

　　　測定方法　※パッシブ型採取法

　　　対象物質　※ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　　　また、下記の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告すること。

11.技能士 ・　適用する　　　　　　・　適用しない

12.施工の検査等 見本施工　　　・　行う　　　　　　　　・　行わない

13.周辺環境への配慮等

工事着手以前に監督員と協議を行い、解体工事等の騒音・粉塵・塗装工事の悪臭等、周囲に影響を及ぼすおそれのある工事に対して十分に注意をはらう。

また施工方法・施工手順についても配慮をする。

本工事施工にあたり周辺環境に対して影響を与えない様、養生・整理清掃・安全対策に充分留意して、監督員と協議の上実施する。

（３）図面間で相違のある場合は下記による。

（１）特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。２.特記仕様

（２）「大規模地震対策特別措置法」による警戒宣言が発せられた場合、被害想定される地域においては工事請負人は人身の保護

　　　及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに工事中断の措置をとること。

３.提出書類等 本工事の施工に関して提出する書類は、可児市建設工事における取扱い書類一覧表に基づき作成し提出又は提示する。

また、工事着手時に工事用製本（A3二つ折り）2部を提出する。

14.電気保安技術者 ・　適用する　　　　　　・　適用しない

・　実施する　　　　　　・　実施しない

16.完成時の提出図書 工事完成時には可児市建設工事における取扱い書類一覧に基づき書類整理し完成図書としてまとめ、監督員に提出すること。

完成時検査はあらかじめ監督員の完成下検査を受検し、指摘事項等を全て完了した上で受けなければならない。17.完成時検査

完成検査は現場検査及び書類検査を実施する。完了検査時に持参する必要書類は監督員の指示による。

18.保全に関する資料

なお、この場合請負金額の変更は行わない。

19.軽微な変更 現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状、寸法の軽微な変更は、監督職員の指示による。

20.事故報告 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報すると共に、事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

特記仕様書（１）

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　

工事の施工に伴い、既存築造物部分、工事目的物の施工済み部分等に汚染又は損傷を与えた場合は、請負者の責任において構造及び仕上げを原形に復旧すること。

一式

一式

一式

一式

建－１

・　パネル工事

長屋住宅内外装改修、テラス庇増築

完成図は施工図も含め完成製本（Ａ２二つ折り、Ａ３二つ折り）各２部を提出すること。

取扱い説明書、鍵引渡書と共に監督員に提出すること。

建物の適正な保全に関する資料を監督員と協議の上作成し、保証書（設備機器、屋根鉄板《材料の腐食による穴あきに対する１０年間の保障》 その他）、設備機器

　　　使用する建築材料が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」

・　鋼製建具工事

15.技術検査

また、ＣＡＤデータ（．ＪＷＷまたは．ＤＸＦ）を提出すること。

地名地番：可児市川合２７９１番地２４の一部

テラス庇（４ヶ所）

１４６．０８㎡

１４６．０８㎡

６．２５㎡

６．２５㎡

４．工事実績情報の登録

受注、変更、完成、訂正時に工事実績情報として『登録のための確認のお願い』を提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、

日曜日、祝日等を除き10日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、完了時は完成後、土曜日　

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム（コリンズ）に基づき、

日曜日、祝日等を除き10日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。

なお、変更登録時は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。

ただし、工事請負代金2500万円をまたいで変更する場合および工事請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。

また、作成にあたり建設リサイクルデータ統合システム「ＣＯＢＲＩＳ」を利用すること。

１．この工事は、ワンデーレスポンス対象工事です。

２．実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

３．受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施工程を比較照査し、差異が生じた場合は速やかに監督職員へ報告すること。

４．受注者は施工計画に基づいて適切な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

「ワンデーレスポンス」とは

受注者からの質問、協議、報告、承諾願、確認願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が

21.ワンデーレスポンス

　　の取り組みについて

困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

市営東野住宅Ｄ棟改修工事

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

建設部施設住宅課

可児市役所



特記仕様書（2）

工 事 設 計 図

scale　1/　　

設計基準強度

１８Ｎ/ｍｍ2

施工箇所

土間

スランプ

１５

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名建－２

鉄筋の種類

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

呼び名

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

施工箇所

外部建具周り

外壁PCパネル部

外壁開口補修部

シーリング材の種類 目地寸法

7ｘ7

7ｘ7

7ｘ7

10ｘ 10変成シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系流し台取合部

特記仕様書（２）

仮設工事

土工事

地業工事

鉄筋工事

22.施工体制台帳

23.その他 工事に際し保険に加入すること。

出すること。

ガス設備工事施工業者（別途発注）との工程等の調整をすること。

９.その他 工事車両駐車場は団地敷地内とし監督員の指示による。

８.イメージアップ ・　適用する　　　・　適用しない

解体工事、塗装工事の際には隣接地への配慮に十分留意し養生シートを設置すること。

必要と思われる場所及び監督員の指示する場所に足場を設置し事故防止安全管理に努める。７.足場等

工事進入路の整備・復旧は全て本工事とする。６.工事用進入路

（３）設置場所、施工方法は、監督職員と協議する。

（２）設置及び撤去に要する費用等は、請負者負担とする。

・　本工事において構外から引き込む。

・　構内の既存設備を利用する（・　有償　　　・　無償　）

（１）引き込み４.工事用電力

３.監督職員事務所

備品等は、机、いす、その他監督職員の指示によるものとする。

・　設ける　　　　　　　　・　設けない

２.仮囲い．その他 仮囲い等は、関係法令等に従い、適切な材料・構造のもとで図示により設置して、事故防止・安全管理に努める。

・　仮設建物の設置場所については、予め監督員の承諾を受ける。

・　その他仮設建物設置する場合は、予め監督員の承諾を受ける。

・　仮設便所を設置する。１.仮設建物

１.根切り及び埋戻し 埋戻しは原則現場発生土とする。

２.地均し 建物の周囲の地均しの範囲は、図面による。

３.建設発生土の処理 構外自由処分とする。

１.砂利地業 ・　再生クラッシャラン　　　　・　切込み砂利または切込み砕石

　　（土間スラブ下）　　　　　　　（基礎下）

２.土間下防湿シート ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５ｍｍ

１.種類

コンクリート工事

１.レディミクスト

　 コンクリートの種別

２.普通コンクリート

　 設計基準強度

　 及びスランプ

レディミクストコンクリートの種別：　Ⅰ類

３.セメントの種類 種類：普通ポルトランドセメント

４.骨材の種類 種類：Ａ（コンクリート中のアルカリ総量、Ｒｔ＝3.0kg/m3以下）

５.圧縮強度試験 ・　強度試験を実施する　　　　・　強度試験を実施しない

６.空洞ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 種別：普通ブロックＣ種（厚さ：100）

鉄筋：縦Ｄ10-＠400,頭つなぎD10

種別：普通型枠t=12７ .型枠の種類

防水工事

１.シ－リング （１）シーリング材の種類、施工箇所及び目地寸法

（２）シーリング材の接着性試験の実施及び試験方法

・　実施する　　　　　・　実施しない

木工事

１.一般事項 （１）木材の断面寸法

造作材等で監督職員の承諾を受けて納まり寸法とすることができる。

（２）表面の仕上げの程度

・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種

２.木製壁･床パネル

施工図を作成し、監督員の承認を受けて施工すること。また、施工過程において適宜 社内検査を実施し良好な施工に努めること。

３.木材の品質 種類

造作材

品質（含水率）

18％以下

４.樹種

造作材

区分

構造材

樹種

米栂上小節

米栂上小節

５.床組 土台（木90×45）、受木（木60×90　 L=300）、束（鋼製束）

６.長押 木25×90

１.立平葺

屋根工事

竪樋：塩ビ製φ60カラー、ステンレス製支持金物＠900、養生管Ｈ500

２.雨樋

カラーガルバリウム鋼板t=0.4、軒先・妻側唐草及び棟包み・化粧破風カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.4加工

内壁パネル厚ｔ＝40、床パネル厚ｔ＝74

建設発生土については、「岐阜県埋立て等の規制に関する条例」、及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき管理するものとする。

本工事において、発注者、請負者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間について、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた

被害）及び、火災保険（保険対象：工事建物）、建設工事保険等（保険対象：一般的損害）に加入するものとする。また、工事着手前に保険証書の写しを監督員に提

既設瓦棒葺きの上耐水合板t=12貼＋アスファルトルーフィング940下地、立平葺　[ＳＫ式エバールーフたてひら350：メトーカケフ同等品]

軒樋：塩ビ製角樋　[ＰＣ－50カラー：パナソニック同等品]、ステンレス製正面打ち吊り金具＠600

別紙１８号様式）により、監督員に提出すること。

工事を施工するために締結した下請契約があるときは、施工体制台帳を作成し、現場に備えると共に、別に定める様式（可児市建設工事共通仕様書による

可児市役所

建設部施設住宅課

可 児 市 市 営 東 野 住 宅 Ｃ 棟 改 修可 児 市 市 営 東 野 住 宅 Ｄ 棟 改 修



特記仕様書（3）

２.鋼製建具

３.木製建具

塗装工事

見本により決定する。

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名 工 事 設 計 図

建－３

４.建具用金物

５.ガラス

特記仕様書（3）図面名 scale　1/　　

左官工事

１.土間コンクリート面均し

２.モルタル塗り仕上

4.外壁コンクリート巾木

　劣化部補修

木ごて

金ごて押え

普通ポルトランドセメント

事前にコンクリート巾木劣化状況調査を実施し監督員とコンクリート爆裂部について協議し補修を検討すること。

建具工事

１.アルミニウム製建具 （１）外部に面する建具

（２）網戸は樹脂製とする。

玄関ドアは他アルミサッシと同様に既設(枠共)を撤去し、新設とする。

合板類はホルムアルデヒドの放散量がＪＡＳで定めるＦco等級のもの、シックハウス対策Ｆ☆☆☆☆製品を使用すること。

（１）材料　使用区分は図面による。

（２）ガラスの厚さは図示による。

（３）ガラスとめ材

寸法材種建具の種類

アルミニウム製 ８ｘ８シリコーン系

１.材料

２.既存塗膜等の除去及び

　補修

３.下地調整

４.各塗装

塗料は、ホルマリン不検出のもので、水性系のものを原則とする。シックハウス対策が必要な部分はＦ☆☆☆☆製品を使用すること。

事前に外壁ＰＣパネル部劣化状況調査を行い、監督員と協議のうえ下地のひび割れ部等の補修を検討すること。

外壁塗装改修前の水洗いは粉化物、付着物をデッキブラシ等を用いて除去・清掃すること。

（１）鉄鋼面　　　・　ＲＡ種　　　・　ＲＢ種　　　・　ＲＣ種

（２）せっこうボート及びその他のボード面　　　・　ＲＡ種　　　・　ＲＢ種　　　・　ＲＣ種

種類 種類

オイルステイン塗の上クリアーラッカー塗（ＯＳＣＬ）

２液形ポリウレタンエナメル塗装（２－ＵＥ）

可とう形改修塗材Ｅ（さざ波）

軒天 アクリル樹脂系非水分散形塗料（ＮＡＤ）

外壁PCパネル部

外壁鉄部

屋内木造作材

内装工事

１.接着剤

２.ビニル床シート貼

３.ビニル幅木

４.フローリング貼

５.石膏ボード

　 その他ボード貼

ビニル床シート等に使用する接着剤はホルマリン不検出のものとする。シックハウス対策が必要な部分はＦ☆☆☆☆製品を使用すること。

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

高さ　　・　60㎜　　・　75㎜　　・　100㎜

厚さ：12ｍｍ　　表面：天然木薄単板　　寸法：303ｘ1,818　見本にて決定する。

材料

名称

ビニル床シート

仕様等

クッションフロアー

厚さ

1.8ｍｍ

備考

水性ワックス

名称 仕様等

準不燃

床：Ⅰ類　他：Ⅱ類

不燃

厚さ

9.5ｍｍ

6ｍｍ

床：12mm　他：4mm

備考

化粧石膏ボード

ラワン合板

化粧ケイカル板

種別

Ａ種

耐風圧性

Ｓ－４

気密性

Ａ－３

水密性

Ｗ－４

枠見込

70ｍｍ

施工箇所

外部

マスターキーは不要。金物はSUS製とする。

６.壁紙貼

７.断熱・結露材

８.床、壁間仕切パネル

壁紙の種類：ビニル　　防火性能の種別：２級　　　品質：１級品ＡＡ程度

厚55硬質発泡ウレタンフォーム吹付工法（Ａ種）　施工箇所：屋根

厚25硬質発泡ウレタンフォーム吹付工法（Ａ種）　施工箇所：各住戸外部壁面及び界壁

※住宅の品質確保の促進に関する法律による『断熱等級３』を確保すること。

パネル製品は、施工図作成の上監督員の承諾を受け専門製造工場（日本住宅パネル工業協同組合等）において正確に製作する。また、組立順序を事前に打合せ

効率よく施工すること。

パネル芯材は針葉樹及び木材二次加工品（針葉樹、広葉樹）とする。接着を要するものは、材質に適した接着材を使用して加圧接着する。

床パネル：厚７４木パネル（ラワン合板t=9.0）とし、断熱材（厚55スタイロフォーム）入とすること。また、防虫仕様とすること。

壁間仕切パネル：厚40木パネル（ラワン合板t=4.0両面）とし、電気ＢＯＸ及び電線管をパネル工事に含む。

外周壁パネル：厚25木パネル（ラワン合板ｔ＝4.0）とする。

※住宅の品質確保の促進に関する法律による『断熱等級３』を確保すること。

３.モルタル使用セメント

工事区分表

　発注別による各工事は、着工に先立ち、構造・仕上・工程等を十分に検討調整した後に、それぞれの工事内容を把握し下記に○印を付したものを適用して施工する。

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

項目

く体梁貫通スリーブ

内装パネル内配管及び位置ボックス

同上入線及び機器接続

衛生陶器類

流し台・コンロ台・吊戸棚・キッチンフード

ユニットバス

№5～№8の設備配管配線工事

給湯器

換気設備

建築 電気 機械 備考

付属品一式（便所内手摺共）

流し台ステンレス面台部は建築

キッチン換気扇設置部は建築

既設開口240×240　→　300×300

12

軒樋、竪樋　（雨水桝接続まで）

同上　（雨水桝から排水先まで）

洗面化粧台・洗濯パン・洗濯用排水トラップ

※クラッシャ－ランのＲＣ－４０

※行わない

仕上げユニット工事

浴室ユニット

ユニットバス：1,200ｘ 1,600　（１２１６型）

メーカー規格品とし、施工図作成の上監督職員の承諾を受けて施工する。　その他詳細図による。

雑・外構工事

１.フェンス等

２.テラス庇

メーカー規格品とし、施工図作成の上監督職員の承諾を受けて施工する。

無筋コンクリート基礎300×300×300

３ .表札

４.アスファルト舗装 路盤材料

路盤の締固め度の検査

アスファルト種類
舗装の種類 舗装部の基層 備 考

・無し　　・有り・アスファルト舗装 ・敷地南側通路舗装

アスファルト材料

・　再生アスファルト ・　ストレートアスファルト

再生アスファルト混合物の種類

区　　分 ・一般地域

表層密粒度アスファルト混合物

本体仕様には浴槽、巻き蓋、折れ戸、収納棚、共用サーモシャワー水栓、鏡、照明、手摺（２ヶ所）、窓接続枠を含むものとする。

テラス庇：アルミ製　ポリカ平板、物干し金物　[大建プラスチック　ＤＫ ＡＤＣ650ＥＰ２同等品] 付

[大建プラスチック：ＤＫ５００１ＱＡＭＨ同等品]

メッシュフェンス：H=800、コンクリートブロック基礎180× 180×450　[（株）朝日スチール工業：A型 50シリーズ同等品]

５.縁石ブロック

６.バリカーポスト

・地先境界ブロックのＪＩＳによる呼び名

　　◎Ａ　　・Ｂ　　・Ｃ

・Ｉ型取外し式蓋及び南京鍵付　材質：ステンレス３０４鏡面仕上　径：１００φ　[東洋エクステリア　スペースガードＦ４８型同等品]

可児市役所

・密粒度アスファルト混合物

建設部施設住宅課

可 児 市 市 営 東 野 住 宅 Ｄ 棟 改 修

爆裂部はつり･撤去、鉄筋露出部ケレンがけ･防錆プライマー塗、樹脂モルタル補修の上塗膜防水　[パラテックスＡ－２工法同等品]

メーカー規格品とし、施工図作成の上監督職員の承諾を受けて施工する。[LIXIL（株）：パワーアルファＦ型出幅自在桁仕様同等品]



（ ラワン合板t=4. 0） 、 ステンレスパイプ30φ

合成樹脂調合ペイント合成樹脂塗料 ふっ素樹脂エナメルFUEOP

塩化ビニル樹脂エナメルVE エポキシ樹脂エナメルXE

アクリル樹脂エナメルAE 塩化ゴム系塗料CE

フタル酸樹脂エナメルFE ラッカーエナメルLE

ポリウレタン樹脂エナメルUE

つや有り合成樹脂合成樹脂 GEP

エマルション塗料 エマルションペイント

合成樹脂エマルションペイント（アクリル系）EP-1

合成樹脂エマルションペイント（ビニル系）EP-2

合成樹脂エマルション模様塗料模様塗料 TEP

多彩模様塗料MP

ラッカークリア透明塗料 LC

アクリル樹脂ラッカークリアAC

ポリウレタン樹脂ラッカークリアUC

マスチック塗材ローラー　仕上塗料 MR

オイルステイン着色材 OS

フロアー防塵塗料防塵塗料 FLP

ワックスW艶出し材

内装の防火材料と認定番号 塗料の種別と略号 防火・耐火リスト

不燃　　　NM-8619

準不燃　　QM-9824

不燃 　　 NM-0441

準不燃　　QM-9826 （準不燃防水ボード 9.5㎜・12.5㎜・15.0mm）

（準不燃ジプトーン

（不燃ジプトーン

9.5㎜）

12.5㎜・15.0mm）

9.5㎜）

9.5㎜）

石膏ボード

石膏ボード

化粧石膏ボード

化粧石膏ボード

シージング石膏ボード

（準不燃石膏ボード

（不燃石膏ボード

準不燃　　QM-9828

不燃 　　 NM-9639 （不燃防水ボード 12.5㎜・15.0mm）シージング石膏ボード

不燃 　　 NM-8579 化粧ケイ酸カルシウム板（化粧ケイカル板 6.0mm）

・内装仕上は、全てF☆☆☆☆（規制対象外建材）とする。

・接着剤はF☆☆☆☆（規制対象外建材）とする。

・流し台等の備品は低ホルムアルデヒド品とする。

・クロルピリホスは使用しない。

シックハウス対策

・断熱材はF☆☆☆☆（規制対象外建材）とする。

主要構造部の制限：無し

外　部　仕　上　表

内　部　仕　上　表

備　　　　　考床
ＦＬ± ＦＬ±

仕上レベル
回　縁壁

カーテン

レール

塩ビ製

枠、額縁

-255～-265 アルミ製S
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建－４

－２０

ｺﾝｸﾘｰﾄ上端
天 井 高

木・OSCL

改 修 後 外 部 ・ 内 部 仕 上 表

玄　関P １

棟 階 室　　名

既設コンクリート土間の上モルタル金コテ押え

巾　　　木

モルタル巾木　H=200

腰　　　壁 天　　　井

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0)下地の上ビニールクロス貼

（ラワン合板t=4.0)素地

±０

－３５０

－３５０

木・OSCL 塩ビ製

木・OSCL 塩ビ製

±０ －３５０

±０ －３５０

±０ －３５０

±０ －３５０

木・OSCL

木・OSCL

木・OSCL

木・OSCL

塩ビ製

塩ビ製

木製

塩ビ製

アルミ製W

造作棚（中段・枕棚）：ラワン合板フラッシュパネルt=35

棚付手摺

アルミ製W

ユニットバス

仕様

±０

±０ －３５０ 木・OSCL 木製
造作棚（中段・枕棚）：ラワン合板フラッシュパネルt=35

木製長押 25×90

洗面化粧台、ミラーキャビネット、洗濯パン

ダイニング・キッチン

便　所

洗面脱衣

浴室（UB)

居室（１）

居室（２）

押入（１）

押入（２）

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上
フローリングt=12.0貼

雑巾摺

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

雑巾摺

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

ラワン合板t=12.0下地クッションフロアーt=1.8貼

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

ラワン合板t=12.0下地クッションフロアーt=1.8貼

ユニットバス１２１６仕様

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

フローリングt=12.0貼

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

フローリングt=12.0貼

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

ラワン合板t=12.0貼

断熱入パネルt=74（ラワン合板t=9.0）の上

ラワン合板t=12.0貼

ユニットバス１２１６仕様

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40（ラワン合板t=4.0)

下地の上ビニールクロス貼（一部化粧ケイカル板ｔ＝6.0貼）

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0　※耐水)下地の上ビニールクロス貼

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0　※耐水)下地の上ビニールクロス貼

ユニットバス１２１６仕様

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0)下地の上ビニールクロス貼

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0)下地の上ビニールクロス貼

界壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

（ラワン合板t=4.0)素地

外壁側壁パネルt=25、間仕切パネルt=40

流し台（L=1050）、コンロ台（L=600）、水切カバー（ステンレス製）、

ｷｯﾁﾝﾌｰﾄﾞ（L=600）、吊戸棚（L=1050）、水切棚（Ｌ=900 ２段）

上り框、木見切：タモ積層材の上OSCL
2,555

2,300

2,300

2,300

2,100

2,300

2,300

2,300

2,300

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地＋化粧石膏ボードｔ=9.5

軽天下地の上ラワン合板ｔ＝4.0貼

軽天下地の上ラワン合板ｔ＝4.0貼

－１２ －３０５

（ ラワン合板t=4. 0）

テラス土間

既設鋳鉄製床下換気口撤去、及び新設ステンレス製（W300× H150　防虫網付）

カラーガルバリウム鋼板t=0.4、軒先・妻側唐草及び棟包み・化粧破風カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.4加工

既設瓦棒葺きの上耐水合板t=12貼＋アスファルトルーフィング940下地、立平葺（ＳＫ式エバールーフたてひら350：メトーカケフ同等品）

床下換気口

メッシュフェンスＨ＝８００（Ａ型50シリーズ：朝日スチール工業同等品）、コンクリートブロック基礎180× 180×450

テラス庇

フェンス

ＰＣパネル部はＡ通り、Ｂ通りから５００まで施工(※ユニットバス部はユニットバスの幅まで）

屋根断熱：硬質発泡ウレタン吹付t=55（Ａ種・難燃３級）

既設外壁鉄部下地調整（Ｃ種）＋サビ止塗装（Ｂ種）の上２液形ポリウレタンエナメル塗装（Ａ種）

既設外壁水洗い、下地調整及び劣化部補修の上可とう形改修塗材Ｅ（さざ波：微弾性フィラー厚塗り１回＋シリコン系樹脂塗装２回塗り）

塩ビ製φ60カラー、ステンレス製支持金物＠900、養生管Ｈ500

塩ビ製角樋（ＰＣ－50カラー：パナソニック同等品）、ステンレス製正面打ち吊り金具＠600

既設石綿スレート板貼水洗い、下地調整（Ｃ種）の上アクリル樹脂系非水分散形塗料（ＮＡＤ)塗り（Ｂ種）

既設換気孔、建具撤去部開口部補修：木枠下地の上ケイカル板t=9.0貼＋外周シーリング（変成シリコーン系）打

外壁パネル目地及び建具廻りシーリング（変成シリコーン系）打替え

玄関ドア：スチール製、窓：アルミ製建　　具

ポーチ土間

巾　　木

外　 壁

竪　　樋

軒　　樋

軒　　天

屋　　根

コンクリート金こて押え、W1200× D900（既設布基礎に金属製拡張アンカーＤ10＠150，溶接金網Ｄ10＠150）

外壁断熱：硬質発泡ウレタン吹付ｔ＝25（難燃３級）Ａ通り、Ｂ通り、１通り、５通り面は全面施工、界壁断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付ｔ＝25（難燃３級）、

コンクリート金こて押え、W1,800× D600（既設布基礎に金属製拡張アンカーＤ10＠150，溶接金網Ｄ10＠150）

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

既設コンクリート巾木爆裂部はつり･撤去、鉄筋露出部ケレンがけ･防錆プライマー塗、樹脂モルタル補修の上塗膜防水（パラテックスＡ－２工法同等品）

アルミ製ポリカ平板（パワーアルファＦ型(出幅自在桁仕様)：LIXIL同等品）物干し金物付、コンクリート基礎

可児市役所

建設部施設住宅課



既設フェンス

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　

可児市水道部庁舎

川合浄水場

ﾊﾟﾁﾝｺ

かわい幼稚園

あらい歯科医院

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱｰ

国道２１号線

可茂公設市場

至 多治見

至 美濃加茂

至 土岐

至 川辺

愛知用水

市営東野住宅

建－５
300

配 置 図 ・ 付 近 見 取 図

付 近 見 取 図

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

木曽川

4,600

配　置　図　　　1/300

既設建物（Ｍ棟）

既設建物（Ｅ棟）

既設建物（Ａ棟）

ﾔﾏﾀﾞ電機

公園

6,510

既設建物（Ｆ棟）

工事場所

市道

4,050

5068号線

既設建物（Ｃ棟）

5068号線

市道

既設建物（Ｂ棟）

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

5,
6
1
0

既設建物（集会場）

防火水槽

TEL

防災無線

1
,
5
0
0

5
,
6
1
0

3,
5
0
0

6,5106,5106,5106,510

3 4 51 2

5
,
00
0

3
,
1
6
0

PC造平屋建て(４戸)

500 1,100

倉庫

工事中、仮囲いシートで区画

支柱単管48.6φ＠1800 控一本おき

継手･ｸﾗﾝﾌﾟ･捨てﾊﾟｲﾌﾟ共　※以下共通

既設建物(Ｌ棟)

工事建物（Ｄ棟）

可児市役所

建設部施設住宅課



既設ﾃﾗｽ土間1800× 800

4,600
市道

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　
100

現 況 平 面 図建－６

1/100現況平面図

浴室

ﾎﾟｰﾁ

玄関

便所

6,510

押入押入

台所

自立水栓

1,905 2,700 1,905

浴室

ﾎﾟｰﾁ

玄関

便所

6,510

押入押入

台所

自立水栓

1,905 2,700 1,905

浴室

ﾎﾟｰﾁ

玄関

便所

6,510

押入押入

台所

自立水栓

1,905 2,700 1,905

浴室

ﾎﾟｰﾁ

玄関

便所

6,510

押入押入

台所

自立水栓

1,905 2,700 1,905

２ ３ ４ ５

専用庭
専用庭

１

居室（1） 居室（2） 居室（1） 居室（2） 居室（1） 居室（2） 居室（1） 居室（2）

既設便槽

既設仕切ﾌﾞﾛｯｸ積（t=100）

6,510

2,805 3,705

6,510

2,805 3,705

6,510

2,805 3,705

6,510

2,805 3,705

２ ３ ４ ５１

既設ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

510

土間土間土間土間

市道

9
0
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2
,
8
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5
,
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1
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1
,
4
5
5

4
5
0

45
0

既設排水溝U-360

テラス(1) テラス(2) テラス (1) テラス(2) テラス(1) テラス(2) テラス(1) テラス(2)

1
,
50
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50

26,040
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0
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2
,
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05

5
,
6
1
0

　＜外部解体撤去項目＞ 　＜内部解体撤去項目＞ ・照明器具撤去（玄関、便所、浴室）

・天井解体撤去（木下地共） ・幹線設備撤去（配管、配線、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ、計器箱）

・台所換気扇撤去（木枠共） ・壁解体撤去（木下地共） ・弱線、ｺﾝｾﾝﾄ設備撤去（分電盤、配線、ｺﾝｾﾝﾄ、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ）

・居室換気孔撤去（木枠共） ・床フローリング貼解体撤去（床組共）

・便所臭突撤去 ・床ベニヤ貼解体撤去（床組共）

・便槽上部土間コンクリート解体撤去（便槽共） ・床タタミ撤去

　（便槽内最終清掃は別途とする） ・床タタミ敷き部床組解体撤去

・玄関土間コンクリート解体撤去

・仕切ブロック積解体撤去 ・浴室土間コンクリート解体撤去

・コンクリートブロック束撤去

・内部建具撤去

・衛生陶器撤去（水栓、給排水配管共）・軒樋撤去（支持金物共）

・コンロ台、流し台撤去（水栓、給排水配管、ガス配管共）・竪樋撤去（支持金物共）

・南側通路 アスファルト舗装のカッター及び撤去(雨水配管撤去部のみ)

・南側庭・北側通路 防草シートの撤去

・ポーチ、土間コンクリート解体撤去

・庭仕切柵基礎撤去

・居室(1)南外部テラス土間の解体撤去

・南北面外部雨水配管撤去（　　　部分）及び雨水桝撤去

・外部建具撤去（浴室給排気孔、床下換気口含）

・北側通路　給水管撤去(新設部のみ)

1,005 900

既設便所臭突

既設仕切ﾌﾞﾛｯｸ積（t=100）

既設便槽

既設便所臭突

既設仕切ﾌﾞﾛｯｸ積（t=100）

既設便槽

既設便所臭突

既設排水溝U-360

既設竪樋（塩ビ製）及び雨水桝300×300

既設仕切ﾌﾞﾛｯｸ積（t=100）

既設便槽

既設便所臭突

既設竪樋（塩ビ製）及び雨水桝300×300

既設アスファルト

舗装

既設アスファルト舗装

既設ﾃﾗｽ土間1800× 800

既設竪樋（塩ビ製）

雨水桝300×300

専用庭 専用庭

既設竪樋（塩ビ製）

雨水桝300×300

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

既設防草シート 既設防草シート

既設防草シート

（駐車スペース）

ＬＰガス供給設備

B

A

消火器

庭仕切柵基礎

5,
4
5
0

1
,
30
0

既設防草シート

2,200

2,610

2,740

バリカーポスト（残す※状態良）

バリカーポスト（撤去対象）

300

・敷地北側バリカーポスト撤去

可児市役所

建設部施設住宅課



承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　現 況 立 面 図
100

建－７

外部仕上凡例

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ 軒天井：石綿スレート板貼

破風：石綿スレート板貼

Ｊ

Ａ

巾木：コンクリート打放し補修

軒樋：塩ビ製半丸型

臭突：塩ビ製100φ、ベンチレータ 固定式

竪樋：塩ビ製55φ

外壁：吹付

袖壁：補強コンクリートブロック積

表札：樹脂製

屋根：カラ－鋼板ｔ＝0.4瓦棒葺き（H=30 働き巾 418）

Ｎ

Ｏ

Ｐ

換気扇：ＫＪ型

換気孔：レジスター

ポ－チ：コンクリ－ト下地の上モルタル金ゴテ押え

見切：Ｃ型鋼の上合成樹脂調合ペイント塗り

Ｍ

Ｌ 煙突

Ｑ 床下換気口:W300× H150

給排気孔:W335×H200
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　南側立面図　1/100　

　北側立面図　1/100　
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可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所

建設部施設住宅課



改修後平面図
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テラス(2)テラス(1) テラス (2)テラス(1) テラス(2)テラス(1) テラス(2)テラス(1)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎180×180× 450×6ｹ所

新設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=800
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400

600

：すきとり･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt150、密粒ｱｽﾌｧﾙﾄt50(路床整正共)　施工範囲を示す

既設舗装端部ｶｯﾀｰ入れ共

：庭土すきとり及び山砂敷込t50の施工範囲を示す

凡 例

：既設密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去 (表層のみ)及び新設t50

：埋め戻し後、整地及び敷き施工範囲を示す（単粒度砕石t60（ C30））

1,100 1,000 2,505 1,905 1,100 1,000 2,505 1,905 1,100 1,000 2,505 1,905 1,100 1,000 2,505 1,905
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2
.
5

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎180×180×450×6ｹ所

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修
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ＬＰガス供給設備

消火器

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎180× 180×450×3ｹ所

300

既設バリカーポスト

新設取外式ステンレスバリカーポスト

可児市役所

建設部施設住宅課
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南側立面図

北側立面図
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Ａ

Ｌ

Ｋ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｍ

Ｊ

竪樋：塩ビ製60φ

空調機用スリーブ

軒天井：既設石綿スレート貼水洗い、下地調整（C種）の上アクリル樹脂系非水分散形塗料（NAD）塗り（B種）

Ｆ

Ｉ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

破風：既設石綿スレート貼の上カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.4加工

外壁：既設水洗い、下地調整及び劣化部補修の上可とう形改修塗材Ｅ（さざ波）

見切：既設鉄部下地調整（C種）＋錆止塗装（B種）の上２液形ポリウレタンエナメル塗装（A種）

軒樋：塩ビ製角型樋（PC-50カラー：パナソニック同等品）

ポ－チ：コンクリ－ト金ゴテ押え

臭突穴補修：モルタル詰め

換気扇フード

換気孔フード

テラス庇：アルミ製ポリカ平板（パワーアルファＦ型出幅自在桁仕様：トステム同等品）、物干し金具付、基礎300×300×300

巾木：既設コンクリート巾木爆裂部はつり･撤去、鉄筋露出部ケレンがけ･防錆プライマー塗、樹脂モルタル補修の上塗膜防水

表札（DK5001QAMH：大建プラスチック同等品）

（パラテックスＡ－２工法同等品）

Ｑ 床下換気口交換W300× H150（ 15箇所・ｽﾃﾝﾚｽ製　防虫網付）

Ｒ 外壁開口補修：コンクリート打ち増し(　　　部分　アンカー、配筋共）

Ｓ

　　　立平葺（ＳＫ式エバールーフたてひら350：メトーカケフ同等品）　カラーガルバリウム鋼板t=0.4

屋根：既設瓦棒葺きの上耐水合板t=12貼＋アスファルトルーフィング940下地、

テラス(1)(2)：コンクリ－ト金ゴテ押え

外壁開口補修：軽鉄下地(100形 )の上ケイカル板t=12.0貼、廻りシーリング（変成シリコーン系）(　　　部分)

外部仕上凡例

G

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所

建設部施設住宅課



界壁断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t25(難燃３級)

H=30／働き幅350
棟押え　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4

ﾒﾄｰｶｹﾌ同等品）

立平葺（SK式ｴﾊﾞｰﾙｰﾌたてひら350

サンバナ
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妻側部分詳細図 妻側部分詳細図1/5 1/5

12
12

12
75

30
30

12
12

12
3
0

30

1 0
22

10

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　
5･30

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

耐水合板t12.0貼下地

軒先唐草：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4加工

既設瓦棒葺き：長尺ｶﾗｰ鉄板 t0.4　

H=30/働き幅418

既設ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ17kg

既設木片ｾﾒﾝﾄ板 t12

既設野地板t12

既設広小舞25× 100

既設垂木35×75＠418

軒天井：既設石綿ｽﾚｰﾄ板水洗い･下地調整(C種)

既設木下地t8.0

既設鼻隠し(石綿ｽﾚｰﾄ板 )

竪樋：塩ﾋﾞ製 60φ

軒樋：塩ﾋﾞ製角型樋

(PC-50ｶﾗｰ： ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等)

支持金物：ｽﾃﾝﾚｽ製正面打吊り金具(規格品)

軒先鼻隠し：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4加工

の上ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料(NAD)塗り(B種 )

76

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

耐水合板t12.0下地

妻側唐草：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4加工

化粧破風：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4加工

軒天井：既設石綿ｽﾚｰﾄ板水洗い･下地調整(C種)

の上ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料(NAD)塗り (B種）

既設広小舞25×100

既設垂木35×75＠418

既設木下地t8.0

既設鼻隠し(石綿ｽﾚｰﾄ板）

外壁見切：下地調整(C種)＋錆止塗装(B種)の上

2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装(A種）

外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ：変成ｼﾘｺｰﾝ打替

既設90× 90

H=30/働き幅418

既設瓦棒葺：長尺ｶﾗｰ鉄板t0.4

既設ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ17kg

既設木片ｾﾒﾝﾄ板t12

既設瓦棒葺き：長尺ｶﾗｰ鉄板t0.4

H=30／働き幅418

既設ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ17kg

既設木片ｾﾒﾝﾄ板 t12

既設野地板t12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

耐水合板t12.0下地

既設90× 45

既設垂木35×75＠418

215

改 修 後 矩 計 図 、 部 分 詳 細 図建－10

15

ドレイン

屋根断熱：硬質発泡ウレタン吹付t55

（難燃３級・Ａ種）

屋根断熱：硬質発泡ウレタン吹付t55

5
5

20
55

215

（難燃３級）

※1通り、5通り面は全面施工のこと

外壁断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t25(難燃３級)

1
2

立平葺（SK式ｴﾊﾞｰﾙｰﾌたてひら350　ﾒﾄｰｶｹﾌ同等品）
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.4　 H=30/働き幅350

既設野地板t12

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4　 H=30/働き幅350
立平葺（SK式ｴﾊﾞｰﾙｰﾌたてひら350　ﾒﾄｰｶｹﾌ同等品）

玄　関

2
5
5

1
,
90
0

5
0

6
5
5
026

4
7
4
1
2

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ： ｱﾙﾐ製（W)

束：鋼製束

1
,
7
9
2

1,075 1,730 2,805

5,610

B

軒先部部分詳細図参照

棟部部分詳細図参照

600 1,455 1,350 1,350 1,455 600

居室（１） 居室（2）

最高の高さ

FL

GL

51
5

2
,4
3
5

8
6
0

3
,
8
1
0

※小屋組部は全て施工すること

A

改修後矩計図（２）

10
2

5
0

6
5

5
02
6
4

7
4
1
2

5
0

65
5
02
6
4

7
4
1
2

2
,
4
00

居室（１）

1/301/30改修後矩計図（１）

900

10
2

PCパネル天端

外壁見切：下地調整(C種 )＋錆止塗装(B種)の上

２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ塗装(A種 )

外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ：変成ｼﾘｺｰﾝ打ち替え

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ：変成ｼﾘｺｰﾝ打ち

壁：ﾊﾟﾈﾙ下地の上ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

廻り縁：塩ﾋﾞ製
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

廻り縁：塩ﾋﾞ製
※A通り、B通り面は全面施工のこと

壁：ﾊﾟﾈﾙ下地の上ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

天井：軽鉄＋PBt9.5貼下地

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

玄関土間：ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて押え

上り框：ﾀﾓ積層材の上OSCL

床：ﾊﾟﾈﾙ下地の上ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt12.0 床：ﾊﾟﾈﾙ下地の上ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt12.0貼

防湿ｼｰﾄ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt0.15

軒天：既設石綿ｽﾚｰﾄ板水洗い、下地調整(C種)の上

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料（NAD)塗り（ B種）

外壁：水洗い、下地調整及び劣化部補修の上可とう形改修塗材E

(さざ波：微弾性ﾌｨﾗｰ厚塗り１回＋ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装２回塗り)

巾木：ｿﾌﾄ巾木H=60

※ ﾊﾟﾈﾙ部はA通り、B通りから500までを施工すること

界壁断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t20(難燃３級)

砕石：再生砕石t65、目潰し砂ﾛｰﾗｰ転圧

2
,
3
00

2
,
3
00

2
,
0
8
0

屋根断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付ｔ＝55（難燃３級）

外壁断熱：硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付ｔ25（難燃３級）

樹脂モルタル補修の上塗膜防水
鉄筋露出部ケレンがけ･防錆プライマー塗

巾木：既設コンクリート巾木爆裂部はつり･撤去

（パラテックスＡ－２工法同等品）

新設ﾃﾗｽ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて押え

8
6
0

3
,
8
10

4
5
0

6
5

2
,4
3
5

GL

FL

PCパネル天端

最高の高さ

PCパネル下端

600

5
0

1
00 10

0
6
0

ﾎﾟｰﾁ土間：ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて押え

砕石：再生砕石t60 土間：ｺﾝｸﾘｰﾄt50木こて押え

5
0

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所

建設部施設住宅課



1
,
7
8
5

1055

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　改 修 後 平 面 詳 細 図建－11
25

1,850

8
4
5

洗面化粧台 L=500
(設備工事)

(設備工事)
洗濯ﾊﾟﾝ(水栓付)

2
5

65

2525

25 25

7
0

25

2
5

2
5

65

t=30

754

床付戸当り

2
0

2
5

2
0

8
5
0

2020380

化粧ｹｲｶﾙ t=6

3
0

25850

t=30

H=1900

FL± 0

有
効
 
7
5
0

6

45

手摺

25
25 50

55

30

5
5

30

t=30

H=1900

2
0

2
5

2
5

2
5

FL± 0

7

H=2015

4

(設備工事)

浴　室

1216型
(別図参照)

FL-200～ 180

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｱﾙﾐ製S)

ダイニング・キッチン

FL± 0

洗面・脱衣

３

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

３

ＵＢ

１

ＡＷＡＷ

２

ＳＤ

１

1
2
0

9
5
0

1
1
5

120

9
0

25

玄 関

便 所
8
5
0

有
効
 
7
5
0

25 25 25

2
0

2
5

7
0

25

－  米ヒバ材

－ 米栂材

造作材表記

特記なき限り造作材はOSCL塗りとする(塗装工事)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｱﾙﾐ製W)ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｱﾙﾐ製W)

ＦＬ＝設計ＧＬ+515

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ30φ

物干し金物(上下伸縮式)

1
0
0

1
1
5

7
0

1
1
5

120

t=30

H=1900

ＷＤ

２

3

1
2
0

t=30

H=1900

４

ＷＤ

t=30

H=1900

５

６

2

25
120

25

1

300

25 25
120

120 980

800

6,510

2,505 1,905

350380 245

２１

（中段・枕棚付）

押入(1)

押入(2)

ＷＤ

７

300

２１

（洋　室）

FL±0

居室（２）

（洋　室）

FL±0

居室（１）

木製長押25×90取付 OS･CL塗

10

9

8

5

11

1,550

1580

流し台 L=1050

4
0

H=1900

2
20

1,005

885

t=30

25

20 20

900

2,555

2
5

2
5
2
0

2
5

1
2
0

5
5

4
5

有効 800
800

25
800185 900

有効 800
2,950

870

4
5

ｺﾝﾛ台  L=600

ﾌｰﾄﾞｶﾊﾞｰ L=600
吊戸棚 L=1050(水切棚 2段)

7
5
0

7
6
5

505 275

105

25
2
,
54
0

（吊ﾊﾟｲﾌﾟ・枕棚付）

80
8
0
5

1
,
78
5

有
効
 
1
,
6
8
0

130

25

120

325

2,100

ＷＤ

１
500

下足入れ天板ﾎﾟﾘ合板
下り壁を示す

400

980

300 300

2,950 1,005

取付六角ﾎﾞﾙﾄ4－ 8φ×15L･金属性ｱﾝｶｰ共

ＡＷ ＡＷ

４４

1,
7
3
0

1
,0
7
5

Ｂ

Ａ

2
,8
0
5

5
,6
1
0

改修後平面詳細図 1/25

Ｂ

Ａ

1
,3
5
0

1
,4
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5
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5
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3
0

5
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開口部平面詳細図　S=1/10
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5

1
0
5
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15 25 25 15 1525
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0
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5

900

WD4
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D
2
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0
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3
0

5
5
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95

65

25 900 25

3
0

7
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0

[ｇ部分]

化粧ｹｲｶﾙ t=6

2
5

60

6
0

25

AW4

W
D
8

1
,
4
1
5

4
5

1
7
0

2
5

1
9
5

2
5

AW4

25

1
0
5

6
5

2
5

1
2
0

4
5
2
5

1
0
5

[ｆ部分][ｅ部分]

[ｃ部分] [ｄ部分]

[ａ部分] [ｂ部分]

1
0

225 1,550

1,700 1,700

凡例

断面詳細図切断位置No

ＡＷ

１

a

1
20

b

C

d

e
f

g

6
0

上部天井見切縁

210 500 1,195

225

745 210

350

105 130

1700

1730 1730

17001055

2,565

195 805

W
D
6

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ(ｽﾃﾝﾚｽ)ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ(ｽﾃﾝﾚｽ)ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ(ｽﾃﾝﾚｽ)L=650

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　

特　記　事　項 注）特記なき限り下記事項に依る。

ガラスの種類と符号

棒錠箱錠

シリンダー本締錠

棒錠本締錠

ナイトラッチ

モノロックタイプ両面錠

モノロックタイプ片面錠

モノロックタイプ間仕切錠

空　　　錠

非常用錠

インテグラルロック

シリンダー箱錠

レバ－ハンドル錠

Ｌ　Ｄ

Ｎ　Ｌ

Ｍ　Ｗ

Ｍ　Ｓ

Ｍ　Ｄ

Ｉ　Ｌ

Ｃ　Ｌ

Ｐ　Ｄ

Ｅ　Ｌ

Ｃ

Ｌ　Ｈ

シ　ン　ボ　ル

建　具　の　程　度

（　単　位　）

竪軸すべり出し

ｋｇｆ／ｍ ｍ／ｈｍ ｋｇｆ／ｍ

機　　　構 強　　　度 気　密　性 水　密　性

符　号 種　　　　　　　類

鍵の種類と符号

Ｓ-４ Ａ-３ Ｗ-４引違いサッシ

打倒しサッシ

すべり出しサッシ

はめ殺しサッシ

片引きサッシ

建具の材種と符号

アルミ製窓

木製窓

アルミ製ガラリ

木製ガラリ

スチール製シャッター

ステンレス製シャッター

ＳＴＤ

Ｆ

Ｓ

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｗ　Ｄ

Ｓ　Ｐ

Ａ　Ｐ

Ａ　Ｗ

Ａ　Ｇ

Ｗ　Ｇ

Ｓ　Ｓ

ＳＴＳ

ステンレス製扉

襖

障子

アルミ製扉

木製扉

スチール製扉

スチールパーティション

アルミパーティション

材　　　　　質 材　　　　　質符　号 符　号

仕　　上

金　　物

見　　込

備　　考

硝　　子

姿　　図

符号・形式

仕　　上

金　　物

見　　込

備　　考

硝　　子

姿　　図

符号・形式

仕　　上

金　　物

見　　込

位置・箇所数

備　　考

硝　　子

姿　　図

・木製建具も全て施工図提出承認後作成のこと。

・金物の材質は全て、ステンレス製とする。

（全ての開戸）・戸当りは、ゴム付あおり止め兼用戸当りとする。

・排煙用ランマは建築基準法に定める開放時の操作金具、操作標示を設ける。

戸棚及び、カウンターその他これらに類する建具は詳細図に依るものとし、

本表は、設計図に示す建具及び、特記事項、標準詳細を一括して表わす。

本表には含まない。

Ｗ　Ｗ

Ｔ　Ｂ

建具特記仕様書

Ｓ 装飾用ガラス Ｔ　Ｆ 強化型ガラス

Ｌ 合せガラス Ｔ　Ｐ 強化フロートガラス

Ｄ 複層ガラス Ｔ　Ｓ 強化透明ガラス

Ｔ 強化ガラス ＨＦＷ 熱線吸収網入型ガラス

Ｈ 熱線吸収ガラス Ｈ　Ｐ 熱線吸収フロートガラス Ａ　Ｐ アングルピース

Ｗ 網入ガラス Ｈ　Ｓ 熱線吸収透明ガラス Ｄ　Ｃ ドアチェック

Ｆ 型ガラス Ｆ　Ｗ 網入型ガラス Ｐ　Ｈ ピポットヒンジ

Ｐ フロートガラス Ｐ　Ｗ 網入フロートガラス Ｆ　Ｈ フロアヒンジ

符　号 種　　　　　　　類 符　号 種　　　　　　　類 符　号 種　　　　　　　類

材質の符号

整理番号

Ｃ　Ｐ

符号・形式

位置・箇所数

外開キサッシ

位置・箇所数

1

AW

枠 70

アルミ（シルバー）

アルミ製Fix窓 アルミ製引違い窓
AW

2

枠 70

アルミ（シルバー）

複層ｶﾞﾗｽP3＋ A6＋F4

クレセント

F

F4

AW
アルミ製引違い窓

枠 70

アルミ（シルバー）

クレセント

F4

AW

70枠    

アルミ（シルバー）

クレセント

上部複層ｶﾞﾗｽP3＋ A6＋P3、下部複層ｶﾞﾗｽP3＋A6＋ F4

アルミ製引違い窓(換気框付）

額縁木・OSCL、アルミ水切 額縁木・OSCL、アルミ水切、樹脂製網戸 額縁ユニットバス工事、アルミ水切、樹脂製網戸 額縁木・OSCL、アルミ水切、樹脂製網戸

1

SD
スチール製片開き扉（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填構造）

40

－枠     扉

ステンレス沓摺、三方枠木・ＯＳＣＬ

・姿図記入寸法 Ｗ　Ｘ　Ｈ は各々有効開口寸法を示す。

レバーハンドル錠,丁番,ドアチェック，郵便投入口，郵便受箱，
防犯メガネ，ドアガード　他一式

3 4

222 3

建 具 表 （ １ ）
50

建－12

3
3
5

7
2
0

17
9
2

350

800

1730

2
0
8
0

1550 500

5
0
0

Ｓ・焼付塗装鋼板(枠）、化粧鋼板

玄関・4箇所
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居室（2）押入・4箇所
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工 事 設 計 図

scale　 1/　　

小窓100角 小窓100角

特　記　事　項 注）特記なき限り下記事項に依る。

仕　　上

金　　物

見　　込

備　　考

硝　　子

姿　　図

符号・形式

仕　　上

金　　物

見　　込

備　　考

硝　　子

姿　　図

符号・形式

仕　　上

金　　物

見　　込

位置・箇所数

備　　考

硝　　子

姿　　図

・木製建具も全て施工図提出承認後作成のこと。

・金物の材質は全て、ステンレス製とする。

（全ての開戸）・戸当りは、ゴム付あおり止め兼用戸当りとする。

・排煙用ランマは建築基準法に定める開放時の操作金具、操作標示を設ける。

戸棚及び、カウンターその他これらに類する建具は詳細図に依るものとし、

本表は、設計図に示す建具及び、特記事項、標準詳細を一括して表わす。

本表には含まない。

建 具 特 記 仕 様 書

符号・形式

位置・箇所数

位置・箇所数

1

WD WD WD

2
木製両開きフラッシュ扉

80

4

取手，スライド丁番

枠     扉

三方枠木・ＯＳＣＬ

ポリ合板

樹脂ｶﾞﾗｽｔ＝２．７

三方枠木・ＯＳＣＬ

ポリ合板

樹脂ｶﾞﾗｽｔ＝２．７

木製片引き戸

95 30

引手，表示錠，戸車,アルミ台付レール 引手，戸車,アルミ台付レール

WD

3
木製片引き戸

WD
木製片引き戸

5

WD

6

WD

7

表：ポリ合板、裏：ラワン合板

50
建 具 表 （ ２ ）

・姿図記入寸法 Ｗ　Ｘ　Ｈ は各々有効開口寸法を示す。

建具の材種と符号

アルミ製窓

木製窓

アルミ製ガラリ

木製ガラリ

スチール製シャッター

ステンレス製シャッター

ＳＴＤ

Ｆ

Ｓ

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｗ　Ｄ

Ｓ　Ｐ

Ａ　Ｐ

Ａ　Ｗ

Ａ　Ｇ

Ｗ　Ｇ

Ｓ　Ｓ

ＳＴＳ

ステンレス製扉

襖

障子

アルミ製扉

木製扉

スチール製扉

スチールパーティション

アルミパーティション

材　　　　　質 材　　　　　質符　号 符　号

Ｗ　Ｗ

Ｔ　Ｂ

ガラスの種類と符号

棒錠箱錠

シリンダー本締錠

棒錠本締錠

ナイトラッチ

モノロックタイプ両面錠

モノロックタイプ片面錠

モノロックタイプ間仕切錠

空　　　錠

非常用錠

インテグラルロック

シリンダー箱錠

レバ－ハンドル錠

Ｌ　Ｄ

Ｎ　Ｌ

Ｍ　Ｗ

Ｍ　Ｓ

Ｍ　Ｄ

Ｉ　Ｌ

Ｃ　Ｌ

Ｐ　Ｄ

Ｅ　Ｌ

Ｃ

Ｌ　Ｈ

シ　ン　ボ　ル

建　具　の　程　度

（　単　位　）

竪軸すべり出し

ｋｇｆ／ｍ ｍ／ｈｍ ｋｇｆ／ｍ

機　　　構 強　　　度 気　密　性 水　密　性

符　号 種　　　　　　　類

鍵の種類と符号

Ｓ-４ Ａ-３ Ｗ-４引違いサッシ

打倒しサッシ

すべり出しサッシ

はめ殺しサッシ

片引きサッシ

Ｓ 装飾用ガラス Ｔ　Ｆ 強化型ガラス

Ｌ 合せガラス Ｔ　Ｐ 強化フロートガラス

Ｄ 複層ガラス Ｔ　Ｓ 強化透明ガラス

Ｔ 強化ガラス ＨＦＷ 熱線吸収網入型ガラス

Ｈ 熱線吸収ガラス Ｈ　Ｐ 熱線吸収フロートガラス Ａ　Ｐ アングルピース

Ｗ 網入ガラス Ｈ　Ｓ 熱線吸収透明ガラス Ｄ　Ｃ ドアチェック

Ｆ 型ガラス Ｆ　Ｗ 網入型ガラス Ｐ　Ｈ ピポットヒンジ

Ｐ フロートガラス Ｐ　Ｗ 網入フロートガラス Ｆ　Ｈ フロアヒンジ

符　号 種　　　　　　　類 符　号 種　　　　　　　類 符　号 種　　　　　　　類

材質の符号

整理番号

Ｃ　Ｐ

外開キサッシ

222 3

枠     扉95 30

建 － 13

100有効750

1
,
90
0

100有効750

1
,
90
0

850 850

三方枠木・ＯＳＣＬ

ポリ合板

30

引手，戸車,アルミ台付レール

枠　      扉100

100有効800

900

1
,
90
0

825
790 775

木製片引き戸

1
,
9
00

825900

有効800 100

100枠      扉 30

引手，戸車,アルミ台付レール

ポリ合板

三方枠木・ＯＳＣＬ

枠     扉 30

引手，戸車,アルミ台付レール

ポリ合板

三方枠木・ＯＳＣＬ

木製２枚片引き戸

1
,
9
0
0

1051,680

1,785 805

木製引違い戸（３本引き）

1
,
9
0
0

枠      扉 30

引手，戸車,アルミ台付レール

三方枠木・ＯＳＣＬ

105

表：ポリ合板、裏：ラワン合板

2,540

130

885

二方枠木・ＯＳＣＬ

枠     扉 25

1
,
2
75

玄関・4箇所 便所・4箇所 洗面脱衣・4箇所 居室（１）・4箇所

居室（2）・4箇所 居室（2）・4箇所

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

備  考 注１．）（　）寸法は現場調整とする。

可児市役所

建設部施設住宅課



改修後基礎伏図、断面詳細図、既設基礎詳細図

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名
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工 事 設 計 図
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900 x 1800 900 x 1800 900 x 2700 900 x 2700 900 x 2700

受木 60x90 L=300

900

ﾗﾜﾝ合板 t9.0 中桟  @303

2700.1800.1350

便　所
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4
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ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t55(B3)
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可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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ＦＬ＝設計ＧＬ+５１５

特記なき限り造作材はOSCL塗りとする(塗装工事)

－ 米ヒバ材

－ 米栂材

造作材表記

－ タモ積層材
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特記なき限り造作材はOSCL塗りとする(塗装工事)

－ 米ヒバ材

－ 米栂材

造作材表記

－ タモ積層材
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ＵＢＦＬ
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　展開：Ａ　

ＡＬタイプＡＲタイプ員　数

照明器具

鏡

タオル掛ケ（浴室内）

Ｉ型握リバー

シャワーフック

ワイドシェルフ

部 位

項

　

目

品 　 　 　 名 補 強 木 片 寸 法

　器具取付用補強木片一覧　

　員数表　
ドア勝手バリエーション

(
4.
5
尺
)

600

7
08

6
0
0

点検口　４３０×４６０

ＨＱパネル

据付架台：鋼鉄製　（防錆処理）

アルミアルマイト処理

折戸                                                

面材：型板スチレン板                                

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

ＦＲＰバス                                          

ゴム栓

シャッター式ふろふた

ＴＭＪ４６－２Ｂ　サーモスタットシャワー金具        

断熱カバー付

スプレーシャワー　ＴＮ１１８ＣＬＬ７Ｂ              

シャワーハンガー　ＴＨ５５６Ｆ３Ｒ＃ＮＧ２Ｂ

ポリプロピレン製

防湿型半球形照明                                    

電球型蛍光ランプ（ＥＦＡ１５ＥＬ形）樹脂製          

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

AC100V 消費電力:9/11W (50/60HZ)

浴槽用　    水栓金具止め　ＰＪ１／２

浴槽用　    水栓金具止め　ＰＪ１／２

ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口　  

オーバーフロー孔付ヘアキャッチャー                  

高圧洗浄管対応

ＶＵ管（１２００ｍｍ）１本　末端切放し              

９０度エルボ（ＤＬ５０）　３個

ステンレスパイプ　φ１３　Ｌ＝４００

後付収納棚　ＡＢＳ製　２個

ＡＢＳ樹脂製

耐水鏡　ツメ式　角形ミラー　Ｗ３６３×Ｈ４５５

インテリアバー φ３２ Ｉ型 Ｌ＝６００ ２ヶ所(浴槽側、扉側)

天井パネル

床パネル

ド　ア　枠

ドアパネル

浴槽

ふろふた

浴槽水栓

シャワーヘッド

ホースクリップ

照明

換気扇　　

給水管

給湯管

排水トラップ

排水エルボ

タオル掛け

収納棚

鏡下収納棚

鏡

手摺り

壁パネル

排水管

（付枠用取付ネジＵＢ支給，    

ネジ取付および付枠別途）

名　　称 仕様・寸法 特記事項 備    考

ＦＲＰ               

ｔ５．５－□１００（穴加工：センターφ３２）

ｔ９－□８０

ｔ９－□８０

ｔ１５－□８０

ｔ９－５０×３５０

ｔ９－８０×２００

※

ドア勝手型式

１２１６型

合　計

ユニットバス詳細図
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0
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9
3

４

４台

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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工　　事　　概　　要

工　事　項　目

◎印又○印は本工事に摘要するものとする。

・　　　ＩＴＶ

・　　　電灯、コンセント

〃

〃

〃

〃

・　　　照明器具

・　　　屋外電気

・　　　放送 ・　　　防火戸

施　工　基　準

疑　　　　　義

申　請　手　続

工　事　変　更

現場代理人の選出

提　出　書　類

１．　　電気引み工事負担金

空調衛生電気建築

○

○○

工　事　範　囲

〃

〃

〃

〃

〃

諸官庁及び電力会社等への申請手続は全て請負者が代行し、その費用は全額請負者の負担とする。

又は疑義の生じた場合は監督員の指示により施工の事。

別途

・　　　受変電

・　　　電力引込設備工事

・　　　幹線、引込

・　　　テレビ共聴

・　　　住宅用火災警報器

〃　

・　　　電話配管・配線

〃

〃

・　　　換気扇

○

○

○

○

○ ○

○

○

○○

○

延べ床面積

○○

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名 工 事 設 計 図

scale　 1/　　図面名 電 気 設 備 特 記 仕 様 書

電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

電－１

ＰＣパネル造

工　事　名　称

工　事　場　所

構　造　規　模

本工事は上記工事項目を別図のように施工するもので、施工図及び仕様書に記載なき事項は国土

交通大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)・電気設備工事標準図

・電気設備工事技術基準電力会社内線規程・消防法・建築基準法・その他関係法令に基づき完全

に施工する事。

工事契約前に質疑回答書をもって確認する事。図面と仕様書が相違する場合、明記の無い場合、

本設計図に明記が無くても外観、構造及び技術上、当然必要と認められる工事は請負金額の範囲

内に於いて監督員の指示に従い施工する事。

本工事期間中は必ず専門技術者を現場代理人として工事監督者の任に当たること。

・　　　呼出しチャイム設備工事

電　気　設　備　工　事

２．　　電話配管及び配線

１４．　　工事に関する試験、検査等の必要経費

３．　　テレビ受信障害補償金

４．　　受電後、引渡し迄の基本料金

５．　　〃　　　　　使用電力料金

６．　　電動機とその据付工事

９．　　エレベーター用電源開閉器及び負荷側の一切の工事

１０．　　エレベーターの非常用インターホンの配管工事

１１．　　換気扇とその取付工事

１２．　　天井埋込壁照明器具の穴明け補強工事

１３．　　工事に関する申請業務の必要経費

１５．　　工事に必要なスリーブ及び点検口

１６．　　工事に必要なＢＣ，ＳＢＣ染スリーブ及び補強

１７．　　設備機器電源端子接続迄

７．　　温、湿度調整関係の自動制御配管

８．　　電極棒その据付工事

岐阜県可児市川合２７９１番地２４の一部

８．　放送設備工事

７．　電話配管設備工事

１．　配　管　路 ・　金属管

３．　接　　　　

２．　端　子　盤

・　ＰＦ管

端子取付用木板は１８㎜以上とする。

接地は交換機用及び保安機用の一切を施工するものとする。

１．　各系統の放送機器の構成

２．　図示なくても増幅器その他機器に接地工事を行う。

・　フロアダクト（　　　　）ＷＡＹ　・　ＣＤ管

配　管　配　線

一　般　事　項

１．　電圧、引込方式

・　低　　圧 ・　高 圧

・　架　　空 ・　地 中

・　本工事にて構内引込柱建柱

３．　電力引込負担金

・　別 途

・　架空及び地中

電線相互の接続は圧着端子を使用する。

空配管にはビニール被覆鉄線（心線径１．６㎜）を入れる。

入線は標準の色分け配線とする。

ボックス廻りの配管はボンドをとる。

のないように行う。

管の埋込み、又は貫通は監督員の指示に従い建造物の構造及び強度に支障

特記なき配線は６００Ｖビニール絶縁電線とする。

湿度の多い場所に施設する配管は防湿工事を施す。

１．　引　　　込

・　電力会社より直接引込

２．　引　込　柱

・  本工事

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

・

・

　　

１．　高　　　　　圧

２．　動　力　幹　線

３．　電　灯　幹　線

４．　電　灯　回　路

・

・ ３φ３Ｗ

３φ３Ｗ

１φ３Ｗ

１φ３Ｗ

・６．６ＫＶ

・２１０Ｖ

・２１０／１０５Ｖ

・２００Ｖ ・１００Ｖ

２． 電 力 方 式

・　屋内キュービクル型１．　構　　　　　　造 ・　屋内開放型

・　屋内閉鎖型

３．受変電設備工事

２．コンクリート基礎は本工事とする。

・  屋外キュービクル型

・　ＣＤ管 ・　金属管

２．　電線ケーブル

・　ＦＥＰ管ＨＩＶＥ管

・　金属ダクト

１．　配　線　方　式

・

・　ケーブル ・　ＰＦ管

・　CVT・　 IV ・　VV-F

４．　幹線、引込設備工事

５．　電灯、配電設備工事

２．　電線ケーブル

１．　配　電　方　式

・　ＣＤ

（３P30A　リミッター付）

・ 金属管   ・ 硬質ビニール管   ・ フロアダクト   ・ ＰＦ管   ・ 金属線

３．　分　電　盤

４．  配　線　器　具

６．　照明器具設備工事

２．　非常照明

１．　ダウンライト、流し元灯

なし

設　備　系　統

１．　各端子ＴＶセットにおける電界強度は７０ｄｂ以上とする。

１０．　テレビ共聴設備工事

９．　呼出しチャイム設備工事

・ 親子式   ・ 相互式   ・  

配管配線を施工する。

１１．　ＩＴＶ設備工事

防犯、業務その他管理運用のために設置するＩＴＶ設備とし、テレビカメラ、制御盤、受像機の取付け及び

消防法、同施行令、同施工基準ならびに火災予防条例に従い施工するものとする。

１２．　住宅用火災警報器設備工事

１３．　避雷針設備工事

ＪＩＳＡ－４２１０による。その他は下記による。

接地極銅板のみにて基定の抵抗値が得られない場合は補助接地を行い基定の抵抗値を得るよう施工のこと。

１．　外　　灯

２．　　　　管

１４．屋外電気設備工事

　

・ 屋外幹線   ・ 屋外弱電

・ ドラフ     ・  ＨＩＶＥ管   ・ ＦＥＰ管

・ 硬質塩化ビニール管

１５．　防火戸設備

１６．　電話交換機設備

１７．　電気時計設備

１８．　表 示 器 設 備

キッチン換気扇設置部の外壁PCパネル開口は建築工事とする。

換気方式は第三種換気方式とする。

ダクトの種類はスパイラルダクトとする。

１９．　換 気 設 備

既設住宅に取り付けてある警報器を取外し、改修後再取付を行うものとする。

１４６．０８㎡

・ ＥＭ－ＩＥ   ・ ＥＭ－ＥＥＦ   ・ ＣＶ   ・ ＣＶＴ

３．　受信電波について、電界強度試験を実施すること。

２．　屋外工事は、既設盤Ｔ-２からＣ棟までの架空配線施工する。

市営東野住宅Ｄ棟改修工事

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所

建設部施設住宅課



承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　
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配　置　図　　　1/300

屋 外 Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 配 置 図

ＰＳ
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ELB 2P 20AT

中電柱より

ED

2P15A×3

4,600

市道

既設建物（Ｍ棟）

既設建物（Ｅ棟）

既設建物（Ａ棟）

既設建物（Ｂ棟）

既設建物（集会場）

5068号線

公園

6,510

既設建物（Ｆ棟）

市道

4,050

5068号線

既設建物（Ｃ棟）

Ｃ棟・Ｔ－１へ

Ｔ－２盤図

Ｔ棟・Ｔ－１へ Ｂ棟・Ｔ－１へ
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scale　 1/　　幹 線 設 備 平 面 図
100

浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

1
,
7
3
0

1
,
0
7
5

1,0001,1001,0001,1001,0001,1001,0001,100 1,9052,5051,9052,5051,9052,5051,9052,505

6,5106,5106,5106,510

電灯幹線平面図 1/100

押入
(1)

押入
(1)

押入
(1)

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

玄関 玄関 玄関 玄関

電－３

居室（2）居室（1） 居室（2）居室（1） 居室（2）居室（1） 居室（2）居室（1）

2,850 2,850 2,850 2,850

6,510 6,510 6,510 6,510

32,550

2,800 8602,800 8602,800 8602,800 860

押入
(2)

押入
(2)

押入
(2)

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

2
,
8
0
5

5
,6
1
0

Ｂ

Ａ

玄関
浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

玄関
浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

1,0001,1001,0001,100 1,9052,5051,9052,505

6,5106,510

押入
(1)

押入
(1)

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

2,850 2,850

6,510 6,510

32,550

2,800 8602,800 860

押入
(2)

押入
(2)

玄関
浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

1
,
7
30

1
,
0
7
5

1,0001,100 1,9052,505

6,510

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

2,850

6,510

2,800 860

2
,
8
0
5

5
,
6
1
0

玄関
浴室

便所 洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

1,0001,100 1,9052,505

6,510

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

2,850

6,510

2,800 860

居室（2）居室（1） 居室（2）居室（1）居室（2）居室（1） 居室（2）居室（1）

１ ２ ３ ４ ５

５４３２１

弱電幹線平面図 1/100

Ａ

Ｂ

押入
(1)

押入
(2)

共同ｱﾝﾃﾅ用

(S-5C･FB HIVE16)

ICT0.5‐ 2P～4(HIVE36)
S-5C-FB～ 4(HIVE42)

端子盤(Ｔ‐1)

電話用（HIVE28）

300*300*200
P.BOX SUS 

ED

各戸盤L-1 各戸盤L-1 各戸盤L-1 各戸盤L-1

ICT0.5‐ 2P～5(HIVE36)

ICT0.5‐2P(PF16)～4

S-5C-FB(PF16)～1

ICT0.5‐2P(PF16)～1

S-5C-FB(PF16)～2

ICT0.5‐2P(PF16)～2

S-5C-FB(PF16)～3

ICT0.5‐2P(PF16)～3

S-5C-FB(PF16)～4

ED

引込盤（Ｌ－Ｍ）

P.BOX SUS400*400*300
（天井内ｺﾛｶﾞｼ）
CV-T 8sq E5.5～4CV-T 8sq E5.5～3

（天井内ｺﾛｶﾞｼ）（天井内ｺﾛｶﾞｼ）
CV-T 8sq E5.5～2

（天井内ｺﾛｶﾞｼ）
CV-T 8sq E5.5～1

1
,
3
5
0

1
,
4
5
5

2
,
8
0
5

5
,
6
1
0

Ａ

Ｂ

B

1
,
3
5
0

1
,4
5
5

A

2
,
8
0
5

5
,6
1
0

CV-T8sq E5.5～4(HIVE54)

CV-T 60sqE14（ HIVE54)

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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L

記入なき配管配線は下記による。

VVF1､6-2C(PF16)

VVF1､6-3C(PF16)

VVF2､0-2C(PF16)

2､0
VVF2､0-3C(PF22)

1､6
VVF2､0-3C(PF22)　1Cｱｰｽ

VVF1､6-3C(PF16)　1Cｱｰｽ

2､6
VVF2､6-2C　 E1.6(PF22)

２

スイッチ

コンセント２Ｐ１５Ａx２

凡 例

ET

2ET 冷蔵庫・洗濯機用　２Ｐ１５Ａx２ＥＴ

エアコン用　２Ｐ１５/２０ＡＥ･ＥＴ

ET トイレ用　２Ｐ１５ＡＥ･ＥＴ

ＩＨﾋｰﾀｰ用　小型接地２Ｐ３０Ａ（２００Ｖ用）2P30AE付

（ﾌﾟﾚｰﾄは金属製ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ付とする。）

凡 例

Ｒ

分配器（WCS5693同等品）

TELﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ６極２芯

熱

天井内は、ｽﾃｯﾌﾟﾙ止め・コロガシ配線とする

Ａ Ｂ Ｃ ＦＬ２０Ｗ×１

大型ホタルスイッチ　　片切
Ｌ

24HL

トイレ・玄関
台所流し元灯

　片切（ﾎﾀﾙ)＋片切(ﾊﾟｲﾛｯﾄ）

大型スイッチ

大型スイッチ

　片切（ﾎﾀﾙ)＋片切(ﾊﾟｲﾛｯﾄ）24H換気扇用

ﾃﾚﾋﾞ直列ﾕﾆｯﾄ

天井内はｽﾃｯﾌﾟﾙ止め・コロガシ配線とする

ﾊﾟﾈﾙ間仕切壁内PF配管及び電気BOXはﾊﾟﾈﾙ工事とする

外周ﾊﾟﾈﾙ壁電気BOXはﾊﾟﾈﾙ工事とする

住戸電灯・コンセント設備図 住戸弱電設備図

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　
50

同等品 同等品

引掛埋込ロｰゼットコンセント付
洗面

ＬＥＤ８Ｗ×１

　ダウンライト白熱灯６０Ｗ相当品

大光電機　ＤＤＬ－３４２７ＷＷ

呼出しチャイム（EB721同等品）

チャイム用押しボタン（EG331同等品）

電 灯 ・ コ ン セ ン ト 、 弱 電 設 備 図

2,505 1,9051,100 1,000

6,510

玄関

浴室

便所

物入

ﾎﾟｰﾁ

WP
給湯器用

1.6

2ET
Ｂ

ET

１

2

Ａ

2.6 冷蔵庫用
2ET

３

VVF1.6-2C（VAﾓｰﾙ）

Ｃ

腰高ﾌﾟﾚｰﾄ

Ｇ
L

６

Ｌ－１
分電盤

Ｂ

24HL

Ｂ

ET

2,505 1,9051,100 1,000

6,510

1
,
0
75

1
,
7
3
0

玄関

浴室

便所

物入

洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ

Ｒ

5C-FB（PF16）

AE0.9-2C（PF16）

5C-FB（PF16）

ICT0.5-2P（PF16）

熱

分配器

押入

(1)

押入

(1)

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

全体平面図参照ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

ＩＨﾋｰﾀｰ用
２Ｐ
30AＥ付

洗濯機用

洗面化粧台電源

電－４

2,850 2,800 860

6,510

Ａ

2ET

４

2

ET

５ 押入

(2)

1
,
0
75

1
,
7
3
0

2
,
8
05

5
,
6
1
0

居室（1）

2

2.0

2,850 2,800 860

6,510

Ｒ
Ｒ

5C-FB（PF16）

押入

(2)

2
,
8
05

5
,
6
1
0

1
,
4
5
5

1
,
3
50

2
,
8
05

5
,
6
1
0

1
,
4
5
5

1
,
3
50

2
,
8
05

5
,
6
1
0

２

Ａ

2

居室（2）居室（1）
居室（2）

洗面･脱衣

住宅用火災警報器･煙感知器　（既設警報器取外し・再取付）

住宅用火災警報器･熱感知器　（既設警報器取外し・再取付）
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工　ＨＷ２８５７ＣＥＰ

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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Ｌ‐Ｍ

屋外壁掛

（ＷＨＭ）検針ガラス窓付

1￠3W

200/100V

WH-SP

30A

1Φ 3W

WH-SP

30A

1Φ 3W

各戸盤へ

各戸盤へ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

１

２

３

４

1￠3ｗ

2E

５

６

ｴｱｺﾝｺﾝｾﾝﾄ

2E

100/200ｖ

ELCB3P

ｴｱｺﾝ

2E

SB2P1E20AT-3

SB2P2E30AT-1

（当初契約容量現場指示による。）

中電契約・ブレーカースペース

契約最大６ＫＶＡ（主幹契約）

30AT

ＩＨﾋｰﾀｰ

30A

200V

SB2P2E20AT-2

屋外壁掛

ＴＥＬ 集合保安器スペース

住戸換気扇設備図 盤図

換気機器表

記　号 参考品番 仕　様　・　附 属 品 数量

１

１

１

フード（FY-MFA043同等品）

フード（FY-MFX043同等品）

名　称

ＥＦ－３

ＥＦ－２

ＥＦ－１ ＦＹ－０８ＰＦ８Ｄトイレ

キッチン

２ＯＡ－１ 居室

フード（FY-HDA20同等品）木枠共

フード（FY-MFX043同等品）ＦＹ－ＧＫＦ４５Ｌ－Ｗ

ＦＹ－２０ＥＭ５

浴室 ＦＹ－１７Ｃ７

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図

scale　 1/　　
50

WH-SP

30A

1Φ 3W 各戸盤へ

WH-SP

30A

1Φ 3W 各戸盤へ

Ｔ － １

電灯

電灯

CV-T　 60sq

ステンレス製防水形

ステンレス製防水形

既設開口を拡大（建築工事）

2,505 1,9051,100 1,000

6,510

玄関

浴室

便所

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ

洗面･脱衣

ﾎﾟｰﾁ
ＥＦ

１
２

ＥＦ ＥＦ

３

樹 脂 製 函 体

Ｌ － １

押入

(1)

ＴＶ

電－５

2,850 2,800 860

6,510

１

ＯＡ
ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ75Φｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ75Φ

ＯＡ

１

押入

(2)

1
,
0
7
5

1
,7
3
0

2
,
8
0
5

5
,
61
0

1
,
45
5

1
,
3
5
0

2
,
8
0
5

5
,
61
0

居室（2）居室（1）

４分配器、増幅器35dB

MCCB　 3P175/175AT

ＭＣＣＢ３Ｐ４０ＡＴ×４

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

換気扇設備図1・盤図

可児市役所
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備 考

埋設深さ

２．　排水、通気設備工事

・合流式排水方式 ・分流式

２・ 放流先 ・下水本管 ・一般排水路

１・

３・ 工事限界

・ＪＩＳＫ－６７４１（ＶＰ）

・ＨＡＳＳ－２０３（排水用ＬＰ） ・ＪＩＳＡ－５３０３（ＨＰ）

・ＪＩＳＧ－５５２５（ＣＩＰ）

・ＷＳＰ－０４２（ＶＡ）

・ＪＩＳＧ－３４５２（ＳＧＰ）（白）

・石綿二層管（汚水）

・ＪＩＳＫ－６７７６（ＨＴ）（埋設）

材料

・ＪＩＳＫ－６７４１（ＶＰ） ・ＪＩＳＧ－３４５２（白）

・ＪＩＳＫ－６７７６（ＨＴ）

材料 ・ＪＩＳＧ－３４５２（黒）

方式

配管材料 ・ＪＩＳＫ－６７７６（ＨＴ）

源水槽より動力式とする。

保温の施工、種別、保温材の厚さは標準仕様書第３章２．３．５．～２．３．７表を適用する。

・ＪＩＳＫ－６７４１（ＶＵ）

１・

３・

ボイラ

配管材料

２・　 工事限界

４・

5・

弁類

給湯器

１・

２・

洗浄方式

工事限界 衛生器具及び附属品の取付けまで。尚軽量壁の場合は予じめ補強材を挿入して

取付けること。

１・

２・

単独式 人槽

㎡／日Ｖ＝

放流方式

ｋｗ

Ｖ台 相

（ＰＰＭ）・　ＢＯＤ

４・ ・　一般排水路

５・ 工事限界 本体及び内部１式（ブロワー、空気配管も含む）尚、電気工事の区分は操作盤

への電源接続までを１次側（電気工事）として以降は本工事とする。

２・

３・

４・

（・屋内　　・屋外）消火栓

スプリンクラー

泡消火

配管材料 ・ＳＧＰ－ＶＳ・ＪＩＳＧ－３４５２（ＧＰ）

１・ 供給方式 ・都市ガス直結（供給会社の責任施工）

・プロパンガス（配管径は都市ガスサイズ）

２・

３・

工事限界

配管材料

配管及び器具の取付調整まで。

・ＪＩＳＧ－３４５２（ＧＰ） ・被覆鋼管

都市ガスの場合は供給会社の認定品。尚ガスコックは全てコンセント型とし

４・

５・

厨房設備工事

焼却炉設備工事

放流水

放流先

４・ 配管材料

汚水桝

雨水桝

塩ビ製小口径桝　100-150（塩ビ蓋共）

各排水器具より汚水桝を経て既設公共桝接続まで。

器　　具　　名 数　量品　　　　　　　　番

各給湯器具から給湯水栓まで。

ガス給湯器　１６号（追焚き付壁掛形）

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名 工 事 設 計 図

scale　 1/　　図面名 機 械 設 備 特 記 仕 様 書

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

機－１

■　器　具　表

・ＪＩＳＨ－３３００（被覆銅管Ｌタイプ）

・ＪＩＳＧ－３４４８（ＳＵＳ管）

・ 立  型

・ 壁  掛

・ＷＳＰ－０３２（ＴＡ）

・５０Ａ以下　　ＪＩＳ１０Ｋ　ＧＶ

・６５Ａ以上　　ＪＩＳ１０Ｋ　ＧＶ（ＳＵＳ製）

ｍｍｘ L／ minｘ ｍｘ

（ＰＰＭ）　　　・ ＳＳ

５・

６・

製

７．　ガス設備工事

３．　給湯設備工事

４．　衛生器具設備工事

５．　し尿浄化槽設備工事

３・

６．　消火設備工事

１・

・型式　　　　　・固定　　　　　・移動

大便器　　・ロータンク方式　　　・フラッシュ弁方式　　　・センサ－方式

小便器　　・押ボタンフラッシュ方式　　　・センサ－方式

１・

10．　融雪設備工事

９．　油管設備工事

８．　ろ過設備工事

11．　保温工事

１・

１・

２・

・ＪＷＷＡＫ－１１８（ＨＩ）

過流出防止装置付きとする。（湯沸器用は可とう管コック）

ｌｍ２／ｈ　　燃料　　灯油焚き　　　　台

１）分離接触バッキ式

２）合併処理槽

３）自然放流

４）ポンプアップ式

塩ビ製小口径桝　300φ（塩ビ蓋共）

・３００　　　　・４５０　　　　・６００　　　　・７５０

・ＪＩＳＫ６７７８（ポリブテン管）

11・　

現場代理人の選出

提　出　書　類

疑　　　　　義

又は疑義の生じた場合は監督員の指示により施工の事。

申　請　手　続

工　事　変　更

内に於いて監督員の指示に従い施工する事。

諸官庁等への申請手続は全て請負者が代行し、その費用は全額請負者の負担とする。

本設計図に明記が無くても外観、構造及び技術上、当然必要と認められる工事は請負金額の範囲

監督員が指定するものを提出すること。　　　

施　工　基　準

工　事　仕　様

工　事　名　称

工　事　場　所

工　事　概　要

工　事　規　模

本工事施工に際しては、本仕様書、施工図並びに国土交通大臣官房官庁営繕部監修機械設備工

工事契約前に質疑応答書をもって確認する事。図面と仕様書が相違する場合、明記の無い場合、

事標準仕様書・機械設備工事標準図（最新版）・消防法・建築基準法・その他関係法令に基づ

き完全に施工する事。

ＰＣパネル造 延べ床面積

本工事期間中は必ず専門技術者を現場代理人として工事監督者の任に当たること。

岐阜県可児市川合２７９１番地２４の一部

１４６．０８㎡

別 途 工 事

ガス設備工事は別途工事であるが、ガス施工業者と工程について協議の上、施工をすること。

給排水工事の施工業者について

工事店により施工をおこなうこと。

給水工事においては、可児市指定給水装置工事事業者により、下水道工事については、可児市排水設備指定

工　事　項　目

１．　給水設備工事

Ｖ

○

ｋＷ

・し尿浄化槽設備工事

○

・焼却炉設備工事

・融雪設備工事

・油配管設備工事

・給水設備工事

・消火設備工事

・ガス設備工事

・排水通気設備工事

・給湯設備工事

２・

３・

４・

５・

６・

７・

㎜ 個

㎜本工事 個

Ｖ＝ ｍＨｘ ｘ

寸法㎡ ｍＨｘ ｘ

＝ ㎝ ｍＨ

・本工事 ・別途（建築工事）・基礎

重力方式は受水槽及揚水ポンプ、高架水槽を経て各給水栓まで。

量水器

副量水器

受水槽

高架水槽

揚水ポンプ

８・ 水　圧　試　験

９・ 配　管　材　料

１・　　

計量方式 ・分割方式

寸法㎡

架台

相台

13市貸与品

各給水器具から、量水器設置、既設引込み仕切弁接続まで。

・ＪＷＷＡＫー１３２（ＰＢ）　

※引込み配管（ポリエチレン管）からの分岐部にはサドル付分水栓を設置すること

※引込み配管（ポリエチレン管）の先端にはドレンを設置すること

・水道用ポリエチレン二層管 屋外埋設

・ろ過設備工事

Ｌ／min ｘ ｍ ｘ㎜ ｘ

・ＪＷＷＡＫー１１６（SGＰ）ＶＢ

・ＪＷＷＡＫー１１８（耐衝撃ＨＩＶＰ）屋外埋設

・ＪＷＷＡＫー１３２（ＰＤ）　埋設

・仮設設備工事・衛生器具設備工事

・印又は　印は本工事に適用するものとする。

弁　　類

・　一次側ＪＩＳ１０Ｋ　ＧＶ（コアー付き）

・　二次側ＪＩＳ５Ｋ　ＧＶ（コアー付き）

・　一次側ＪＩＳ１０Ｋ　ＧＶ（仮設）

６５Ａ以上　ＧＶ　ＪＩＳ１０Ｋ（ライニング）

６５Ａ以上　ＧＶ　ＪＩＳ１０Ｋ（ライニング）

Ｖ＝

・一括方式

10・ 

６

給　排　水　衛　生　設　備　工　事

直圧部及びポンプアップ部（１Ｍpa－１0分間以上）

・ＪＩＳＫ６７７８（ポリブテン管）

７・ 別途工事 宅内最終枡から下水道本管接続工事は、別途工事とする。

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

洗面化粧台（W500）

混合水栓（流し台用）

吊戸棚（L=1050）

水切棚（２段）

ガス給湯器１６号

（追焚き付壁掛形）

同上マルチリモコン

棚付手摺（紙巻付） NKF-3W　同等品　：　INAX

同上配管カバー

洋風便器（普通便座・節水形）

ミラーキャビネット MFK-501　同等品　：　INAX

GT-1650SAWX　同等品　：　ノーリツ

RC-9101　同等品　：　ノーリツ

H32K　同等品　：　ノーリツ

FTVN-500　同等品　：　INAX

洗濯パン(水栓付)

洗濯用横引き排水トラップ

426-501　同等品　:   ｶｸﾀﾞｲ

SF-HE430S　同等品　：　INAX

426-144　同等品　：  ｶｸﾀﾞｲ

S-105A　同等品　：　藤栄

流し台（L=1050）

コンロ台（L=600）

V-603　同等品　：　藤栄

S-105S　同等品　：　藤栄

S-60GB(ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ付 )　同等品　：　藤栄

SK900-2N　同等品　：　藤栄

BC-110STU　 DT-580BL　 CF-47AT　同等品　：　INAX

キッチンフード（L=600）

市 営 東 野 住 宅 Ｄ 棟 改 修 工 事

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修可児市役所
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承　認 設　計 設計年月日 NO.
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図面名
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※ 特 記 な き 配 管 は 、 10 0φ と す る
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サドル分水栓(40×20)×4
排泥弁GV20

量水器13㎜

※ 特 記 な き 配 管 は 、 1 0 0φ と す る
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既設仕切弁

ｶﾞｽ給湯器壁掛16号（追い炊き機能付）

1
,
3
50

1
,
4
5
5

2
,
8
05

5
,
6
1
0

Ｂ

Ａ

600600

600

50
75

新設塩ﾋﾞ小口径桝300φ

100

既設排水溝孔開け100φ

宅内最終桝(別途)
3.0

宅内最終桝･下水本館接続は別途工事とする。

4
5
0

排 水 設 備 図 1/100

給水．給湯設備図 1/100

6
,
7
5
0

１ ２ ３ ４ ５

PP40
ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ40
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既設排水構孔開け100φ

既設排水構孔開け100φ

既設排水構孔開け100φ

上水道本管

既設排水構孔開け100φ 既設排水構孔開け100φ 既設排水構孔開け100φ

アスファルトカッター

可 児 市 市 営 東 野 住 宅  Ｄ 棟 改 修

scale　 1/100

可児市役所
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